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法
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H
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a 

第
一
号

四
八．

料

紹

介
H
H

ス
レ
イ
マ

ン
大
帝
の
シ
リ
ア
州
カ
ヌ
ン
に
お
け
る

関
税
と
商
品
税

J..LI 
石

刀く

博

次

円
口

一
、
は
じ
め
に

二
、
シ
リ
ア
州
カ
ヌ
ン
の
内
容

一
二
、
各
種
租
税
の
機
構
と
性
格

a

地

租

b

家
畜
税

c

関

税

d

商
品
税

四
、
お
わ
り
に

凡
例
ト
ル
コ
語
お
よ
び
ア
ラ
ビ
ア
語
の
訳
音
、
法

ア
ラ
ビ
ア
語
お
よ
び
ト
ル
コ
語
化
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
表
現
は
極
力
通
常
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
訳
音
法
に
よ
る
。
た
だ
し
．
新
ト
ル
コ
語
に

お
い
て
も
ト
ル
コ
語
化
し
て
い
る
ア
ラ
ビ
ア
語
に
つ
い
て
は
ト
ル
コ
語
式
の
訳
音
法
に
よ
り
、
と
く
に
長
母
音
は
表
示
し
な
い
。
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特
殊
な
表
音
の
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

C

ト
ル
コ
語
で
は
英
語
の
」
の
音
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
場
合
』
で
記
す

0

5
英
語
の
め
甘
口
R

F

n

F

に
同
じ

d
一

三

英

語

の

与

丘

の

与

に

同

じ

d
・
英
語
の

N

に
同
じ

h
・
強
音
の
『

h
）
喉
音
の

F

s
・
ト
ル
コ
語
で
は

ω

ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
強
い

ω

s
’
英
語

ω
E勺
の
手
に
同
じ

t
・
ト
ル
コ
語
で
は
門
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
強
い
件

z
一
ト
ル
コ
語
で
は

N

ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
強
い

N

喉
音
の
停
止

ト
ル
コ
語
で
は
に
同
じ
、

は
じ
め
に

コc 

ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
喉
音
の
抑
揚

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
（
大
帝
一
五
二

O
l
一
五
六
六
）
は
、
そ
の
制
定
し
た
多
数
の
法
令
（
r
b
D
O
H
M
）
に
よ
っ

て
、
こ
の
王
朝
の
政
治
機
構
と
く
に
地
方
統
治
組
織
に
治
的
基
礎
を
整
え
、
エ
の
秩
序
が
－
完
成
し
た
功
績
を
以

J

立
治
者
会
g
D
E
）
と
讃

え
ら
れ
て
い
る
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
は
歴
代
の
ス
ル
タ
ン
が
相
継
い
で
多
数
の
法
令
（
F
b
J
）
を
制
定
し
た
結
果
、
従
来
の
イ
ス

ラ
ム
国
家
に
類
を
み
な
い
ほ
ど
法
機
構
の
整
備
を
み
た
王
朝
で
あ
っ
た

Q

あ
る
意
味
で
は
イ
ス
ラ
ム
神
政
政
治
に
法
秩
序
を
完
成
し
た
王
朝

で
あ
り
、
一
人
レ
イ
マ
ン
帝
は
そ
の
頂
上
に
た
つ
立
法
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
o

帝
の
「
法
令
集
（

E
E
g
b
B
G」
は
い
わ
ば
ト
ル
コ
的
な

イ
ス
ラ
ム
神
政
政
治
の
秀
れ
た
象
徴
で
あ
ろ
う
。

カ
ヌ
ン
が
ト
ル
コ
玉
朝
に
独
特
な
法
秩
序
の
象
徴
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
世
俗
的
な
政
治
機
構
や
非
ア
ラ
ブ
的
な
地
方
慣
行
を
万
遍
な
く

成
文
化
l
、
イ
ス
ラ
ム
法
秩
序
の
補
完
的
要
素
に
ま
で
確
立
し
た
点
に
あ
る
。
従
来
イ
ス
ラ
ム
諸
王
朝
の
唯
一
の
法
体
系
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
シ
リ
ア
州
カ
ン
ヌ

K
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
砦
永
）

四i

九
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法
政
史
学

五
0 

第
一
一
号

ム
法
（

gH民
〆
〉
は
本
質
的
に
は
遊
牧
民
出
身
の
ア
ラ
ビ
ア
入
社
会
の
法
慣
習
を
神
学
原
理
に
よ
っ
て
体
系
，
つ
け
た
宗
教
法
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
ア
ラ
ビ
ア
人
の
征
服
し
た
先
進
的
な
旧
ペ
ル
シ
ア
・
ロ
ー
マ
領
社
会
の
、
法
慣
習
や
政
治
秩
序
を
完
全
に
消
化
統
合
す
る
点
に
欠
け
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
多
く
の
非
ア
ラ
ビ
ア
的
慣
行
は
。
慣
習
〆
門
広

F
と
し
て
法
秩
序
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
オ
ス
マ
ン
・

ト
ル
コ
の
カ
ヌ
ン
は
。
勅
令
ピ
ユ
。
ゃ
。
慣
習
〆

S
F
の
成
文
化
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
非
宗
教
的
法
が
イ
ス
ラ
ム
法
と

並
ん
で
効
力
を
与
え
ら
れ
た
。
俗
的
政
治
的
要
素
と
宗
教
的
要
素
が
こ
の
よ
う
に
深
く
統
合
さ
れ
た
の
は
、
ア
ラ
ブ
帝
国
の
ア
γ

パ
i
ス
朝

（
七
五

O
i
一
二
五
八
）
時
代
に
は
み
ら
れ
な
い
進
展
と
い
え
る
。
裏
返
え
せ
ば
こ
の
時
代
に
お
け
る
俗
的
政
治
的
要
求
と
信
仰
的
原
理
の

争
克
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
地
方
的
慣
習
も
イ
ス
ラ
ム
法
の
原
理
内
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
民
族
集
団
ご
と
に
多
少
の
相

違
を
示
し
、
各
州
の
カ
ヌ
ン
の
内
容
の
変
差
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
神
政
政
権
の
異
民
族
統
治
能
力
の
限
界
が

そ
こ
に
反
映
し
て
レ
る
。

さ
て
当
時
の
シ
リ
ア
州
は
、
ア
レ
ッ
ポ
州
、
ト
リ
ポ
リ
州
、
イ
ス
ラ
エ
ル
州
ハ
ク
ド
ス
町
内
ロ
門
戸

5
州
）
と
並
ん
で
、
現
在
の
シ
リ
ア
（
レ

バ
ノ
ン
を
含
む
）
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
地
方
を
四
分
す
る
一
地
域
で
あ
り
、
ダ
マ
ス
ク
ス
市
を
中
心
に
そ
の
北
辺
と
レ
バ
ノ
ン
お
よ
び
パ
レ
ス
テ

ィ
ナ
の
海
岸
地
帯
ハ
ベ
イ
ル
ー
ト
、
サ
イ
l
ダ
一
〔
シ
ド
ン
〕
、
シ
ル
〔
テ
イ
ル
〕
）
を
含
む
）
州
で
あ
っ
た
。

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
シ
リ
ア
州
「
カ
ヌ
ン
」
三
八
ケ
条
は
一
五
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
。
も
と
も
と
ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
立
法
活
動
は
一
五

二
八
年
一
ん
二
五
四
八
年
の
前
後
の
二
時
期
に
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
が
、
後
の
も
の
は
帝
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
目
標
と
し
た
バ
ル
カ
ン
政
策

が
行
詰
り
を
み
、
一
転
し
て
イ
ラ
ン
の
サ
フ
ァ

l
ヴ
ィ

i
王
朝
を
対
象
と
し
た
ア
ジ
ア
政
策
が
活
澄
化
し
た
と
き
に
当
っ
て
い
れ
ル
す
な
わ

ち
帝
は
、
一
五
三
五
年
に
モ

l
ス
ル
、
バ
グ
ダ
ー
ド
州
を
サ
フ
ァ

i
ヴ
ィ

l
王
朝
か
ら
奪
取
し
、
一
五
四
八
年
に
タ
ブ
リ
l
ズ
、
イ
ス
フ
ァ

ハ
！
ン
へ
深
く
進
攻
し
て
い
る
。
こ
の
ア
ジ
ア
征
討
の
背
後
地
域
を
固
め
る
必
要
が
、
一
五
四

O
年
頃
デ
ィ
ヤ
ル
ベ
ク
ル
州
、
エ
ル
ゼ
ル
ム

州
、
一
五
四
八
年
ケ
ル
ク
！
ク
州
、
シ
リ
ア
州
と
、
ア
ジ
ア
辺
境
諸
州
へ
の
カ
ヌ
ン
を
矢
継
早
に
発
布
し
た
動
機
で
あ
ろ
う
に
こ
の
点
で
は

カ
ヌ
ン
は
オ
ス
マ
ン
王
朝
が
ア
ラ
ブ
民
族
の
地
域
で
あ
る
シ
リ
ア
州
を
ど
の
程
度
掌
握
し
た
か
の
深
度
を
示
し
て
も
い
る
。
こ
れ
は
約
四
世

紀
間
の
ト
ル
コ
の
支
配
に
拘
わ
ら
ず
、
近
代
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
興
隆
し
え
た
ほ
ど
、
ア
ラ
ブ
民
族
文
化
の
温
存
さ
れ
て
い
た
理

由
を
解
明
す
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

Hosei University Repository



も
ち
ろ
ん
小
稿
は
、
前
述
の
よ
う
な
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
政
権
の
俗
権
性
と
宗
教
性
の
対
抗
の
全
貌
や
、
ア
ラ
ブ
社
会
の
政
治
・
経
済
構

造
か
ら
政
治
発
展
え
の
帰
結
や
を
、
展
望
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
シ
リ
ア
州
と
い
う
特
色
あ
る
ア
ラ
ブ
地
域
の
一
州
の
カ
ヌ

ン
を
通
じ
て
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
の
世
俗
化
え
の
傾
斜
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
支
配
力
の
限
界
、
な
ど
の
一
端
を
証
一
不
で
き
れ
ば
幸
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

注（
1
）
司
g
F
E
S
E－
Z
ω
w
E
C
Nロロ
mmぷ
口
一
（
）
ω
E
S－－
、F
E
Y－
同

g
f
z
gロ
σ
己
よ
ロ
同
Z
E
E
g
w
g
cロ
ω
E
Zロ
目
的
庄
内
ヨ
ロ
g
・

E
g
E
Bロロ
O
W似
合
吋
・
〉
ロ
F
S
B－
巴
品
。
－

M
Y
N
S

（2
）

Z
Z
g
河
口
ミ
己
OM】Z
E－
g
園
芸
白
山
〆
の
項
。
で
シ
ァ
ハ
ト
博
士
は
ア

ッ
パ
ー
ス
朝
時
代
イ
ス
ラ
ム
法
の
執
行
は
各
州
の

wbs円
に

委
ね
ら
れ
、
カ
リ
フ
は
非
宗
教
的
統
治
権
を
行
使
し
た
が
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
朝
に
お
い
て
は
立
法
を
シ
ァ
リ
i
ア
の
番
人
と
し
て
の
イ
ス
ラ

ム
法
長
官
∞
F
E
E
M
E
－－
ω
Z
S
が
任
命
さ
れ
、

八王
立
法
の
合
法
性
を
シ
ァ
リ
l
ア
に
照
ら
し
て
審
査
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
、
完
全
な
意
味
で

の
神
政
政
治
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
ト
ル
コ
に
お
け
る
法
の
管
轄
に
つ
い
て
は
、
ロ
雪
】
O匂
B
2
M一
昨
え
∞
ymw己
〆
口
問
。
2
5
0
0
2
0
5
ω
口
問
自
主
円
。
（
冨
・
何
回
Mmw島内田信－
z
uAwa－

Fω
者
宮
芸
品
川
冨
広
島
】
ぬ
阿
川

wa・
5
8・
♀
何
者
出
・
勺
－

N
3・）

（
3
）

O
B
2・
F
b仲
己
目
印
『
｝
S
ロ
・
凶
ぐ
』
話
凶
〈
阿
国
円
戸
一何回

ω包
己
州
伊
豆
一印
。
ωBω
三
回
目
吉
岡
｝
内
弓
hw件。ユ
c
m
cロ【
U
N－H俗的。｝
3
5－E
ロ
y
g
W
C
W防
ぐ

O
B
ω
Z

E
S
F
Z

－
E
Z
D
n
M
己】件・

H
Uロロロ］
ω吋
－
z
gロ
Z
－・
5
8・問者－

NNO1NN叶
〔
今
後

N
・開
・開
と
略
す
〕
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の

w
g
cロ
ロ
除
目
。
を
刊
行
し
た
文
献
と
し
て
は
「
オ
ヅ
ト
マ
ン
史
研
究
所
報
」
（
叶
凡
己
E

d
回
目
静
岡
ユ
何
回
忌
5
3一一山
富
2
5
A
M
．MgH
〔
斗
・
0
・
何
－

Z
〕
）
」
掲
載
の
同
ωロ
ロ
ロ
ロ
肋
B
m
O同
〉
ZOω
自
肋
ロ
（
メ
フ
メ
ヅ
ト
二
世
と
ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
カ
ヌ
ン
ナ
i
メ〉

Hmgロ
σ己・

3
H
N
1お
と

「
民
族
研
究
評
論
（
自
己
】
門
叶
立
与
σ弓】
2
冨
2
E
A
M
a
g－
〔
冨
・
日
冨
〕
）
」
・
・
・
・
同
船
ロ
ロ
ロ
ロ
肌
wgm
。
同
メ
E
C
H
・河川
wyg
mg
吋

2
E
J

Z
Zロ
ヴ
己
・
巴
】
∞
が
あ
る
が
、
経
済
・
税
制
関
係
の
カ
ヌ
！
ン
が
広
汎
に
蒐
集
し
て
あ
る
点
で
が
使
利
な
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
。

（
4
）
こ
の
年
は
、
カ
ラ
マ
ン
、
ア
イ
ド
ウ
ン
、
マ
ラ
テ
ィ
ヤ
な
ど
小
ア
ジ
ア
諸
州
の
立
法
が
多
く
行
は
れ
た
。
N

・開・何・

2γ
∞
2
5・
8
2怠－
z
u

〉、】】
U
1

・
H

一wO》、同
ωhy

（
5
）
帝
は
一
五
二
一
年
ベ
ル
グ
ラ
l
ド
を
占
領
し
、
一
五
二
六
年
に
は
モ
ハ
ヅ
チ
の
大
勝
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
部
分
を
制
圧
し
、
転
じ
て
ア
ジ
ア
進

攻
を
企
て
た
。
そ
の
後
バ
ル
カ
ン
の
動
揺
を
み
て
一
五
二
九
年
プ
ダ
・
ベ
ス
ト
を
占
領
し
、
同
年
ウ
ィ
ー
ン
包
囲
を
行
っ
た
の
ち
は
、
専
ら
イ
ラ

ン
進
攻
に
没
頭
し
て
い
る
。

（6
）

N
・
何
・
戸
宅
－

m
N
l寸
N・
3
品
2
5日

ス

ν
イ
マ
ン
犬
帝
の
シ

9
ア
州
カ
ン
ヌ
に
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

五

Hosei University Repository



法
政
史
学

第
一
号

五

ニ
ク
リ
ア
州
の
カ
ヌ
ン
の
内
容

シ
リ
ア
州
の
カ
ヌ
ン
は
上
述
の
よ
う
に
三
八
条
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
別
し
て
五
つ
の
分
野
に
区
分
さ
れ
る
。
大
要
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。

（
I
）
穀
物
お
よ
び
果
樹
の
税

穀
物
そ
の
他
の
農
業
収
穫
に
課
せ
ら
れ
る
税
に
は

E
B
S
（
定
額
税
）
と

n
C
E
r
a
－－
E
Z
Z
F
2
1
H
（
刈
分
税
）
と
の
こ
種
が
あ

る
o
E
5
2
は
「
貨
幣
ま
た
は
穀
物
の
定
額
取
極
め
（
∞
wm一
3
6
可

ω
m巳
S
E
E
mニ
ユ
ロ
仇
。
］
山
口
」
の
も
の
で
、
ま
た
門
戸
己
あ
る
い

は

B
丘
急
円
（
い
総
額
）
と
も
呼
ば
れ
・
、
（
第
三
条
Y

し
か
し
「
多
く
の
農
地
の
租
税
は

E
5
2
で
な
く
、
（
位
HEos
－
百
台
。
F
P
E
g
－－

が
規
定
で
、
収
穫
を
以
て
す
る
」
（
第
三
条
）
。
一
去
い
か
え
れ
ば
刈
分
に
よ
る
物
納
で
あ
る
。
農
業
の
租
税
（
己
・

5
己
）
は
多
く
が

ハ
ラ
！
ジ
ュ
（
『
戸
店
内
地
租
の
意
）
で
あ
る
（
第
六
条
）
。
ぶ
ど
お
、
オ
リ
ー
ブ
、
桑
、
く
る
み
な
ど
の
税
は
す
べ
て
定
額
税

E
E
S

で
、
果
樹
か
ら
は
定
額
の
ハ
ラ
l
ジ
ュ
ケ
一
徴
収
す
る
（
第
四
、
五
七
条
〉
。
ま
た
野
菜
地
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
果
樹
の
定
額

税
は
、
オ
リ
ー
ブ
二
本
で
一
美
令
、
桑
五
本
で
一
岳
山
官
く
る
み
一
本
で
二
件
増
、
な
ど
で
あ
る
。

（

E
）
家
畜
税

羊
は
二
頭
に
つ
き
］
与
の
の

州
内
を
通
過
す
る
も
の
で
越
冬
す
る
羊
群
は
一
群
に
つ
き
一
頭

（
E
）
輸
出
入
商
品
に
対
す
る
関
税
（
（
出
自
己
片
）

シ
リ
ア
州
に
出
入
す
る
商
品
に
は
す
べ
て
関
税
（

m
O
B
B片

σRH
〉
を
課
せ
ら
れ
る
。
関
税
は
輸
出
入
港
な
い
し
州
境
と
、
ダ

マ
ス
ク
ス
市
の
倉
庫
で
（
計
量
し
て
）
課
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
貿
易
商
品
は
売
買
の
際
さ
ら
に
仲
買
税

η
主
2
－門

E
E－
－
》
而
）
等

を
課
せ
ら
れ
る
。
シ
リ
ア
州
で
販
売
さ
れ
ず
他
の
州
え
送
附
さ
れ
る
も
の
は
キ
ブ
ラ
税
（
宮
片
付
ム

r
F
Z
）
を
徴
収
さ
れ
る
。
州
境
の

関
税
は
東
洋
か
ら
く
る
香
料
で
も
織
物
で
も
鱗
舵
一
頭
黄
金
（
巳

E
D）
七
枚
で
あ
り
‘
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
輸
出
さ
れ
る
ご
付
｝
内
二
丘

Z
oは

一
梱
包
七

p
r
T
l
一3

で
あ
る
口
倉
庫
に
お
い
て
計
量
さ
れ
た
も
の
は
こ
が
の
税
が
と
ら
れ
る
。
輸
出
商
品
が
市
場
で
売
買
さ
れ
る

際
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
場
合
売
子
か
ら
価
格
の
一

Oμ
、
買
手
か
ら
八

μ
の
税
を
と
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
商
品
は
市
場
に
お

、

い
て
評
価
し
価
格
の
三

μ
の
税
を
と
り
、
他
州
え
送
ら
れ
る
も
の
は
さ
ら
に
一
梱
包
毎
に
四
兵
噌

1
一4

の

g
r
rニ
己
巴
め
を
徴
収
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す
る
。
ダ
マ
ス
ク
ス
の
市
場
で
売
買
さ
れ
る
場
合
イ
ス
ラ
ム
教
従
か
ら
徴
収
さ
れ
る
税
を
仲
買
税
（
ぜ
骨
二
門

E
E－－
3
）
と
い
い
、

東
洋
商
品
で
は
生
萎
（
N
g
n
E
C
・
藍
（
巳
。
、
ゴ
ム

の
ラ
ザ
ク
（

5
w
v
は
売
手
買
手
双
方
か
ら

0
・
五
封
、
樟
脳
（

w
b
Eる
胡
椴

c
g
m
h
w
円
）
は
一

o
d戸、
ま
た
ヨ

l
ロ
叩
パ
商
品
の
（

E
E
C
－
各
種
の
ぴ
ろ

l
ど
（
｝
R
g
r
p
w
ω
E
p
w
｝月

r
t
g）
・
棚
瑚
挟
，

（
z
m
Z
F
－B
2
3ロ
）
か
ら
は
こ

μ
、
羽
毛
（
m
c｝S
）
・

真
珠
灰
（
片
山

E
5
・
鉛
（
ロ
C
F
S
）
な
ど
か
ら
は

0
・
八

μ
の
税
を
徴
収

す
る
（
第
十
一
、
十
二
条
）
。

貿
易
港
の
税
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ベ
イ
ル
ー
ト
、
サ
イ
ダ
（
シ
ド
ン
）
、
シ
ル
（
テ
イ
ル
）
、
ア
サ
カ
！
、
ジ
y

ツ
フ
ァ
の
港
で
は
、

埠
頭
の
門
で
、
「
港
の
門
の
義
務

E
R与

FEσ
・－

Z
5
h
w
ω
r
m
o）
」
と
い
う
税
を
と
ら
れ
る
。

ビ
ロ
ー
ド

一
ト

ン

一

O
ω
w
m
σ

紗
（
F
h
w
H
P
〉
と
称
せ
ら
れ
る
m
Z
U
ω
ヶ
E
E
Oロ
2
i
y
g
h
F
B位
の
め口弘
2
・
な
ど

一

ト

ン

一

O
ω
｝内的。

一

リ

ト

ル

三

。

一

箱

五

。

二
・
五
。

回

。

普
通
の
珊
瑚
の
珠
の
も
の

乳

香

（

B
S
Z
E）

朱
砂
（
江
口
丘
町

5
）

マ
ッ
チ

な
ど
で
あ
る
。

そ
の
他
サ
フ
ラ
ン
（

g
w
h
2
3）
、
胡
椴

C
g
mb円）、

杯

（｝る
お
）
、
コ
ヅ

プ

（
ご
品
。
乙
、

酒
瓶
（

Z
E『
明
。
｝
日
ロ
仲
良
－

Z
3
、
燭
台
お
よ
び
燈
火
用
ラ
ン
プ
（

mu・
官
己
丘
答
話
片
山
口
包
ニ
）
、

量
器

（的
ω
ず
）
、
石
黄

（N
2・2
F
）
、
な
ど
に
多
数
の
商
品

別
の
税
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
二
六
条
）

（
百
）
商
品
税

シ
リ
ア
州
内
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
、
市
場
で
取
引
さ
れ
る
も
の
え
の
を
、
商
品
税
（

hmwpC
と
い
う
。
商
品
税
は
概
し
て
商
品

別
に
ま
と
ま
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
市
場
公
φ
w
w
g
N降
ア
急
円
）
に
お
い
て
取
扱
量
を
基
準
に
し
て
課
せ
ら
れ
る
。

（
a
）
果
実
の
税
（
ぷ
門
目
。
門
【
凶
b
H

己
主

2
5
西
爪
の
市
場
税
の
意
）
は
一
箱
（
M
A
W

｝
内
）
単
位
で
課
さ
れ
る
。

I/ I/ 

ス
レ
イ
マ
ン
犬
帝
の
シ
リ
ア
州
カ
ン

ヌ
に
お
け

る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

五

' 
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., l‘l .. .: ., 叫 ・o:; 'f .；＇、長 明旨酒・
、・・・・＇.伸、＇＇＂詫緬a・
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-・' 

（
f
〉
種
子
の
市
場
公
安
－
F
E
N
N
C
ユ
ロ
〉
の
税

売
手
は
一

O
O
島
常
に
つ
き
五
島
常
を
徴
収
す
る
。
（
第
一
七
条
）

（
g
）
氷
雪
の
市
（

F
B・
f
－

zr）
の
税

雪
は
一
カ
ン
タ
ル
を
八
パ
ラ
で
売
る
。
従
来
は
ジ
ュ
ー
ス
商
（

ω
2
σ
O
G－－
2
〉
が
一
カ
ン
タ
ル
に
つ
き
借
料
一
一
一
美
的
。
、
謝
礼

（
2Fσσ
〉
八
島
常
を
払
う
て
い
る
（
第
一
八
条
）

（
h
）
穀
物
市
の
税
（
〆
門
戸
2
F
σ
ω
包
円
－

m己目。ロ）

小
麦
（
σ
c
m含
）
の
大
袋
一
袋
に
つ
き
買
手
か
ら
二
島
常
を
徴
収
す
る
。
ま
た
大
麦
（
ミ
宮
）
や
そ
の
他
の
穀
物
も
同
一

。

指
定
さ
れ
た
穀
物
市
（
間
色

H
o
g
g『
）
以
外
で
の
取
引
は
厳
禁
さ
れ
て
い
る
。
（
二

O
条）

（
i
）
一
部
の
加
工
業
の
税

玄

2
p
n
v
s
z
E
H
e丘
町
内
巳
自
己
ロ
村
な
ど
の
附
近
で
製
造
さ
れ
る
炭
酸
加
里
や
塩
は
政
府
え
持
参
買
却
し
た
際
、
一
カ
ン
タ
ル

当
り
土
地
使
用
料
常
円
2
－
ω
R八
島
常
、
と
特
許
料
笠
込
入
品
mo
と
を
徴
収
さ
れ
る
。
特
定
の
土
地
は

E
5
の
土
地
使

用
料
は
請
負
（

g
ω
w
g．
）
で
あ
り
、
た
と
え
ば
ジ
ュ
ル
！
ド
村
は
五
百
カ
ン
タ
ル
の
炭
酸
加
里
を
生
産
し
一
二

O
O
島
常
の
使

用
料
を
納
め
る
な
ど
：
：
：
（
二
五
条
）

（
V
）
異
教
徒
（
宮
内
。
ュ

2
）

異
教
徒
に
は
人
頭
税
己
ミ
ゆ
と
し
て
四

O
パ
ラ
八

0
2
5
b
D
が
徴
収
さ
れ
る
（
二
八
条
）
。
ま
た
（
農
民
の
）
異
教
徒
に
は
地

租
（
｝
5
5乙
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
入
品
令
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
ら
八
島
常
を
徴
収
し
、
そ
れ
に
人
頭
税
（
n
R
M
1
0
）
を
キ
リ

ス
ト
教
徒
か
ら
二
島
町
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
ら
一

O
呉川
Y
を
附
加
徴
収
す
る
（
三
三
条
）
。

異
教
徒
の
税
と
し
て
特
異
な
の
は
酒
類
取
扱
税
（
自
己
S
Z
〆

二

g
B可
）
で
、
酒
類
の
取
扱
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
た
め
異
教
徒
の
特
権
を
な
し
て
い
た
。
シ
リ
ア
州
の
そ
れ
が
従
来
三

O
万
美
的
。
で
、
州
財
務
庁

2
z
g吋
丹
｝
E
W
E－含）

か
ら
請
負
わ
れ
て
い
た
が
、
州
財
務
庁
は
四

O
万
呉
的
。
と
定
め
た
（
第
三
三
条
〉

以
上
が
シ
リ
ア
に
お
け
る
税
制
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
分
類
や
税
率
を
み
る
と
、

イ
ス
ラ
ム
法
学
で
規
定
し
て
い
る
種
目
や
税
率

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
シ

9
ア
州
カ
ン
ヌ

K
お
け
る
関
税
と
商
品
税
砦
永

五
五
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" 、

法
政
史
学

第
一
号

， 

五
六

と
少
な
か
ら
ず
相
違
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
の
法
学
で
は
税
（

N
R
Fじ
を
喜
捨
（

N呉
E
Cと
見
倣
仏
、
ま
た
学
派
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違

は
あ
る
が
多
数
の
種
目
を
次
の
五
群
に
分
数
し
て
、
税
率
を
定
め
て
い
る
。

イ
、
土
地
の
収
穫
す
な
わ
ち
穀
物
（
窓
口
営
）
の

g
w営

口
、
果
実
（

E
E
E）
野
菜
（
宮
含
円
）
の

g
r
r

ハ
、
家
畜
（

g
をベ

5
）の

agwb門

ニ
、
金
・
銀
（
ロ
ロ
（
五
）
の

8
5件

ホ
、
商
品
（
ピ

2
己
巳

εhwSF）
の

swb円

ωお
よ
び
同
は
云
わ
ば
土
地
の
税
で
収
穫
の
一

O
分
の
一
を
税
率
と
す
る
（
但
人
工
濯
祇
地
は
そ
の
半
量
二

O
分
の
一
〉
。
こ
れ
を

通

常

ピ
ω
宵
（
十
分
の
一
税
ト
ル
コ
語
正
ω
る
）
と
呼
ぶ
。
但
ア
ラ
ブ
人
が
征
服
に
よ
っ
て
穫
得
し
た
土
地
に
は
前
政
権
時
代
の
税
率

（
l
一3
1
2
一3
〉
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
ぽ
忌
（
地
租
ト
ル
コ
語

E
R）
と
呼
ば
れ
て
い
む
）
異
教
徒
か
ら
は
人
頭
税

C
R
3

巳
ミ
乙
が
徴
収
さ
れ
た
。
料
、
山
円
、
約
は
四

O
分
の
一
を
税
率
の
原
則
と
し
て
い
、
ま
た
最
低
課
税
額
（
巳
ω
併
す
）
を
定
め
て
一
定
額
（
羊

四
O
頭
、
勝
院
五
頭
、
金
銀
は
二

O
O
デ
ィ
ル
ハ
ム
）
以
下
の
僅
少
財
産
は
課
税
を
免
れ
た
口

シ
リ
ア
の
税
制
も
一
応
の
構
成
は
こ
の
原
理
に
順
応
し
て
い
る
が
、
種
目
の
重
要
性
や
税
率
は
著
し
く
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず

め
の
穀
物
収
穫
や
同
の
果
樹
・
野
菜
収
穫
が
と
り
あ
げ
ち
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
部
に
含
ま
れ
る
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
（
被
保
護
民

ι
F
F
a

g
s
－V

の
人
頭
税

C
－NM1
p

ト
ル
コ
語
の
己
ミ
乙
が
独
立
の
項
目
の
よ
う
に
重
要
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
（
V
の
項
Y
ま
た
ア
ラ
ビ
ア
帝
国

に
お
い
て
は
す
こ
ぶ
く
厳
密
に
区
別
さ
れ
た
十
分
の
一
税
（

h
5
Z
ト
ル
コ
語

A
5
1）
と
地
租
（
伊
良
企
ト
ル
コ
語
｝

5
2の
）
の
区

別
が
全
く
混
乱
し
て
い
、
〆
ω
る
は
農
業
収
穫
税
一
般
を
指
す
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
、

E
Zの
は
野
る
の
一
種
類
（
〆
ロ
ロ

E
Eの

と
い
う
）
と
言
及
し
て
い
る
（

I
の
項
）
。
刊
の
放
牧
家
畜
税
は
ご
く
簡
略
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（

E
の
項
）
。
阿
の
金
銀
（
ロ
ロ
ρ
乱
〉
の

2
・

rr
に
つ
い
て
は
全
く
取
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

一
方
的
の
商
品
の

g
w営
の
部
分
が
詳
細
に
商
品
を
分
類
し
て
、
す
こ
ぶ
る
広
汎
で
あ

る
N
項
）
。
関
税
（
が
ω
E円
ト
ル
コ
語
間
合
口
円
庄
内
）
は
イ
ス
ラ
ム
法
で
は
単
に
公
道
の
関
所
で
徴
収
さ
れ
る
商
品
税
と
取
扱
っ
て
い
る
が

ト
ル
コ
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
独
立
の
税
種
目
の
よ
う
に
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
（
目
の
項
）
。

こ
れ
ら
の
カ
ヌ
ン
中
の
租
税
構
造
が
、
イ
ス
ラ
ム
法
の
規
定
と
ど
の
よ
う
な
異
同
を
も
つ
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
に
先
立

f
；
； 
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閣官
－x
a
A叶
〈

っ
て
一
般
的
問
題
を
二
、
三
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
は
カ
ヌ
ン
の
内
容
は
ト
ル
コ
の
各
州
に
よ
っ
て
種
々
相
異
し
て
い
る
。

シ
リ
ア
に
お
い
て
は
穀
物
・
果
実
な
ど
の
農
業
収
穫
え
の
税
規
定
が
比
較
的
簡
略
で
あ
る
の
に
比
し
て
商
品
取
引
に
関
す
る
税
規
定
が
複

雑
精
紛
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
小
ア
ジ
ア
の
諸
州
は
農
業
収
穫
と
土
地
に
関
す
お
税
規
定
が
遥
か
に
詳
細
め
極
め
、
（
家
畜
や
水
車
、

養
蜂
な
ど
の
農
村
施
設
え
の
徴
税
規
定
も
含
め
）
商
業
税
規
定
は
や
や
簡
略
で
あ
る
。
ま
た
ア
ラ
ブ
諸
州
で
も
隣
接
の
ア
レ
ッ
ポ
州
の
は
農

業
収
穫
や
地
租
の
条
項
が
や
や
詳
し
く
、
反
対
に
当
時
地
中
海
岸
の
代
表
的
商
港
ト
リ
ポ
リ
州
の
カ
ヌ
ン
は
大
部
分
関
税
と
市
場
税
と
の
規

定
で
占
め
ら
れ
て
い
ろ
。
こ
う
し
た
カ
ヌ
ン
の
内
容
の
相
違
は
、
各
州
の
政
治
・
経
済
状
勢
の
相
違
に
も
基
く
が
、
ま
た
と
く
に
オ
ス
マ
ン

王
朝
の
支
配
権
の
浸
透
度
の
濃
淡
に
左
右
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
住
民
の
大
部
分
が
ト
ル
コ
化
さ
れ
た
小
ア
ジ
ア
で
は
そ
の
統
治
力

は
、
農
村
の
未
端
ま
で
透
徹
し
え
た
。
西
ア
ジ
ア
の
ア
ラ
ブ
諸
州
で
は
ア
ラ
ブ
人
豪
族
・
部
族
の
封
建
的
領
主
層
が
残
存
し
、
都
市
を
別
に

す
る
と
、
農
村
で
は
支
配
は
、
い
き
お
い
間
接
的
に
な
ら
ざ
る
か
え
な
か
っ
た
。
西
ア
ジ
ア
で
地
租
の
規
定
が
簡
略
か
っ
し
ば
し
ば
抽
象
的

で
あ
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
前
項
と
も
関
連
す
る
が
、
西
ア
ジ
ア
諸
州
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
シ
リ
ア
で
も
都
市
や
商
人
か
ら
の
貨
幣
税
収
が
重
要
視
さ

れ
、
厳
重
に
徴
収
き
れ
た
点
で
あ
ろ
。
ト
ル
コ
帝
国
の
政
治
機
構
の
特
質
は
韓
備
さ
れ
た
軍
事
的
采
芭
制
、
い
わ
ば
分
権
的
な
傾
向
に
あ
っ

た
か
）
反
面
、
走
大
な
領
土
の
統
一
を
維
持
す
る
の
や
専
ら
官
僚
組
織
と
軍
事
力
に
依
存
し
た
点
で
、
強
力
な
中
央
政
庁
左
常
備
的
軍
団
を

（
イ
エ
ニ
チ
ェ
リ
や
常
備
軍
兵
団
、
砲
兵
団
の
編
成
な
ど
）
組
織
す
る
た
め
に
、
財
政
収
入
の
中
央
集
中
傾
向
が
み
ら
れ
欠
。
こ
れ
は
特
定

の
財
源
を
中
央
政
庁
の
所
管
と
し
て
、
直
接
こ
れ
を
ス
ル
タ
ン
政
府
が
徴
収
し
た
点
に
明
ら
か
で
あ
る
。
国
有
地
の
靖
収
入
の
ほ
か
人
頭

税
、
専
売
税
、
関
税
、
放
牧
税
、
そ
れ
に
一
部
の
市
場
税
な
ど
の
、
主
と
し
て
貨
幣
収
入
の
も
の
が
含
め
ら
れ
、
年
々
中
央
政
府
か
ら
割
当

て
ら
れ
、
各
州
で
厳
し
く
徴
収
さ
れ
た
。
カ
ヌ
ン
の
規
定
が
こ
れ
ム
ノ
の
分
野
で
、
頗
る
詳
し
く
具
体
的
で
勝
っ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
事

実
そ
の
収
入
が
各
州
の
財
源
に
占
め
る
比
重
も
低
く
な
く
関
心
の
高
さ
わ
ι
充
分
推
測
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

第
三
に
、
冒
頭
に
類
別
し
た
税
種
は
一
応
イ
ス
ラ
ム
信
仰
に
基
く
宗
教
法
上

3
2
J）
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
勅
命
に
よ
る
（
ピ
円
片
山
）

従
っ
て
宗
教
的
と
考
え
ら
れ
る
、
徴
税
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
宗
教
法
上
の
租
税
も
、
後
に
詳
述
す
りれ
よ
う
に
、
決
し
て
ア
ラ
ブ
帝

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
句
シ
H
Y

ア
州
カ
ン
ヌ
に
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
砦
永
）

五
七
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法
政
史
学

第
一
号

五
八

国
時
代
の
方
式
通
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
一
応
そ
の
種
目
や
税
率
の
水
準
は
尊
重
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
宗
教
法
公
｝
g
〆）

の
思
想
は
租
税
詠
求
の
抑
制
に
役
立
っ
た
。
し
か
し
ト
ル
コ
政
府
は
そ
の
枠
を
越
え
て
。
君
主
命
に
よ
る
（
ピ
円
巴
〉
h
q

税
種
を
造
出

し
た
。
後
者
の
内
容
は
、
し
ば
し
ば
す
で
に
ト
ル
コ
族
諸
政
権
が
慣
習
上
実
施
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
い
わ
ば
公
認
の
制
度

化
し
た
わ
け
で
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
政
権
に
お
け
る
世
俗
主
義
の
強
化
が
こ
の
点
に
も
み
ら
れ
る
。
。
勅
令
上
の
h
q

税
の
最
も
一
般
的
な
も

の
は
。
宰
相
庁
の
税
ぜ
〈
b
z
E
E〈
B
－3
0
（
戦
時
な
ど
の
財
政
窮
迫
の
際
臨
時
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
）
、
。
免
賦
金
宮
号
忌
ス
代

替
の
意
、
な
ん
ら
か
の
労
力
奉
仕
の
代
り
と
い
う
名
目
で
徴
収
さ
れ
、
一
七
世
紀
に
は
多
数
に
上
っ
た
）
、
各
種
の
手
数
料
（
訴
訟
、
そ
の

他
官
庁
特
許
な
ど
の
事
務
に
対
す
る
手
数
料
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
結
局
担
当
官
吏
の
不
足
給
与
の
償
と
な
っ
た
も
の
、
種
目
ご
と
に
異
っ
た

名
称
を
も
っ
た
）
た
ど
。
も
っ
と
も
宗
教
法
上
公

2
ぷ
）
の
税
種
で
あ
り
な
が
ら
徴
収
形
式
が
規
定
外
の
場
合
は
勅
令
上
（
．

5
2）
と
も

認
め
ら
れ
（
例
え
ば
、
市
場
税
の
計
量
税
店

ωg
M官
官
ロ
な
ど
〉
、
両
者
を
明
確
に
区
別
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
と
も
勝
、
、

ω〈
bHEF

E
る
口
々
。
は
農
民
の
地
租
の
一

O
I
一
五
d
p

に
も
当
り
、
免
賦
金
の
税
表
は
一
七
世
紀
に
は
現
物
納
附
税
表
の
半
数
に
も
及
び
手
数
料

も
（
ヨ
ω
包
R
q
R
関
税
の
手
数
料
）
は
本
税
の
半
額
に
達
す
る
な
ど
の
状
況
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

h
q

勅
令
上
の
ピ
ユ
F
の
税
は
こ

と
に
十
七
、
八
世
紀
国
勢
裏
類
期
に
は
相
当
大
き
な
比
重
を
占
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
で
は
宗
教
法
上

ω2h

F

と
い
う
原
理
の
崩
壊
傾
向
を
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
こ
れ
は
「
罪
を
浄
め
る
（

ZNNW－内
W
む
た
め
に
自
己
の
財
産
の
な
か
か
ら
喜
捨
（
白
色
ωwと
す
る
こ
と
」
（
コ
l
ラ
ン
八
七
章
一

O
四
節
」
と
い

う
思
想
に
発
し
て
い
る
。
喜
捨
の
意
味
は
「
ま
こ
と
に
浄
き
者
は
栄
え
ん

ρ
包
え
E
Y
ω
g
g
g
N兵
宮
」
（
八
七
章
一
四
節
）
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
。
清
浄
h
q

の
意
味
を
も
つ
が
、
別
に

bv

成
畏
す
る
6

9

増
大
す
る
h
q

（
作
物
が
成
畏
す
る

S
E
巳

N
R．
）
の
よ
う
に
の
意
味
が

あ
り
、
「
喜
捨
こ
そ
財
産
を
増
大
し
、
宗
教
の
功
徳
を
増
す
」
と
し
て
財
産
の
喜
捨
〈

gaEω
）
を
勧
め
た
。
こ
れ
が
税
と
し
て
の

g
wど
の
起

源
と
い
え
る
。

（2
）
家
畜
税
は
羊
・
騒
舵
の
み
で
な
く
あ
ち
ゆ
る
種
目
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
遊
牧
民
な
ど
家
畜
所
有
者
に
た
い
す
る
課
税

で
あ
り
、
家
畜
が
売
買
さ
れ
る
と
き
は
闘
の
商
品
税
と
な
る
。
家
畜
税
の
一
例
は
次
の

路

舵

五

l

九
頭
に
対
し
山
羊
「
頭

一
O
l
一

四

二

I/ 
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同
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園、
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く
一
回
問

、
記
留
謡

1旬、
固
に
一
平
岡

、
事

主
J，く－

4そo
、

ま
手
謀
説
11
、

4王
将
~
十
士
!1510

！寝
~
斗
以

1
lヨ

（的）
画
監
幸
号
事
悩
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>J

事
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K
爪
ぺ
鎚
動
千
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，＠...
，＠

¥
'
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：
長
’
握
陳
ど
君
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謀
「
ャ
代

I＼
＼
斗
根
回
以
将
士
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幸
司
事
生
~
~

＼＇ム

ド
」
（
苦
悩
底
駅

111酌
g
i
~
川
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’
回
目
一
因
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や
理
主
穏
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＿
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P
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＼
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4
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。

采

邑

地

収

入

謀

税

収

入

州

九

、

四

九

三

、

O
六
三
ア
ク
チ
ャ
六
、
三
三
七
、
五
八
八

州
一
一
、
三
八
九
、
二

O
四

－

O
、
O
二
二
、
八
一
九

ポ

リ

州

七

、

六

九

四

、

七

三

五

六

、

四

一

八

、

八

五

六

モ

l

ス

ル

州

三

、

七

五

三

、

・

・

四

一

、

六

六

O
、
三
四
六

デ
ィ
ヤ
ル
ベ
ク
ル
州
一
八
、

O
二
五
、
二
九
一

デ
グ
ヤ
ル
ベ
ク
ル
州
と
か
モ

l
ス
ル
州
な
ど
の
奥
地
農
業
地
帯
と
比
し
、
ト
リ
ポ
リ
、
ア
レ

ッ
ポ
、
シ
リ
ア
州
な
ど
の
非
采
巴
地
の
課
税
収
入

が
（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
は
公
有
地
の
地
租
収
入
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
も
中
央
政
府
の
財
源
で
あ
る
）
高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
o
C
F
σ
回
O
巧

o
p
芯
包
v

同）
e

品目印・

（
日
）
セ
リ
ム
一
世
の
時
代
に
は
一
回
徴
収
さ
れ
、
爾
来
四
l
五
年
に
一
回
、
非
采
百
主
以
外
の
住
民
全
員
か
ら
一
人
当
り
二

O
島
2
宛
徴
収
さ
れ

て
い
る
o
F
C
広

F
H
v
g
r
p
〉

g
r
g
g
p
o己
保

立

S
F
げ
吋
同
・
凶
，

R
F
E
E－
切
内
ユ

E
・

S
H
0・同）品
N
w

但

C
F
σ
h
r
目
。
ョ

2
ご

。

？

の

F7

2
戸

H

・
－

P
H）

ω
の
注
】
・

（U
）
し
ば
し
ば
一
定
の
現
物
納
付
（
硝
石
、
木
材
羊
な
ど
）
の
義
務
の
あ
っ
た
も
の
が
、
現
物
に
不
足
し
た
た
め
に
分
担
し
た
ぷ
号
E
m
w
mロ
ω
ヨ

（
羊
の
数
税
）
な
ど
。

（
日
）
注
（
日
）
の
四
l
五
年
に
一
回
二

O
ι
r
o
の
納
附
は
農
民
一
戸
の
三
六
j
四
O
呉
宮
の
一

O
l
一
五
%
に
当
る
。

（
日
）
の
Fσ
除
目
。
認
め

P
。匂－

n
E
・
匂
－

u
・

（
打
）
の
Fσ
除
目
。
君
。

P
5
5・
同
）
－
4

・

ア シ

州

名
リ

ア

レ

ッ

ポ

三
各
種
租
税
の
機
構
と
性
格

カ
ヌ
ン
に
み
る
以
上
の
よ
う
な
租
税
制
度
を
全
項
目
に
つ
い
て
イ
ス
ラ
ム
法
の
規
定
と
照
比
す
る
こ
と
は
さ
け
た
い
。
そ
れ
は
結
局
オ
ス

－ 

マ
ン
帝
国
の
全
政
治
経
済
機
構
の
解
明
合
伴
わ
ね
ば
不
可
能
で
あ
り
、
こ
と
に
ま
た
シ
リ
ア
州
の
カ
ヌ
ン
に
詳
細
を
欠
く
地
租
家
畜
税
な
ど

に
つ
い
て
は
充
分
の
材
料
が
備
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
た
だ
大
綱
が
．
指
摘
す
ろ
に
と
ど
め
、
、
や
や
規
定
に
詳
し
い
関
税
と
市
場

税
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（

a
）
地
租
制
度
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オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
地
租
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
ハ
ラ

i
ジ
ェ
（
『

ω
Eの
）
で
、
そ
れ
が

ιg
dg
（
定
額
金
納
桓
な
い
し
物
納
租
）
か

2
5
r

－B
Z
円。E
ω
ω
ニ
（
刈
分
制
）
か
の
区
別
が
重
要
視
さ
れ
た
。
い
い

か
え
れ
ば
、
私
有
地
（
ヨ
ニ
｝
ハ
）
に
低
率
の
ウ
シ
ュ
ル
、
公
有

地
（

B
E）
に
高
率
の
ハ
一
フ

i
ジ
ュ
を
徴
収
す
る
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
基
本
観
念
は
ほ
と
ん
消
滅
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
有
地
の

税
を
指
し
た
ウ
シ
ュ
ル
（
十
分
の
一
税
‘

5
E
W
ピ
ω
忌
）
の
名
称
が
、
カ
ヌ
ン
で
は
地
租
の
総
称
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
公
有
地
の
地
租

で
あ
る
ハ
一
フ

l
ジ
ュ
を
そ
の
一
種
と
見
倣
す
よ
う
な
、
混
乱
し
た
表
現
が
、
散
見
fh
f
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
国
家
機
構
が
ア
ッ
パ
ー
ス

朝
時
代
と
異
っ
て
采
邑
制
（
E
Z
F
E己
芹
）
を
基
礎
と
し
、
農
地
は
す
べ
て
国
有
と
見
倣
さ
れ
、
王
有
地
と
し
て
直
接
課
税
す
る
か
采
邑

地
と
し
て
領
主
の
徴
税
に
委
ね
る
か
、
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う

J

イ
ス
ラ
ム
国
家
の
制
度
で
は
ウ
シ
ュ
ル
は
本
来
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
私
有
地
（
ヨ
ニ
片
）
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
十
分
の
一
税
、
ハ
ラ
！
ジ
ュ

は
本
来
被
征
服
民
で
あ
日
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
私
有
地
に
課
せ
ら
れ
た
地
租
（
収
穫
の

l

一2
1
1
一3
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
ハ
ラ

l
ジ
ュ
は

所
有
者
が
後
に
イ
ス
ラ
ム
に
改
宗
し
た
場
合
に
も
継
続
さ
人

mr
た
だ
そ
れ
が
ア
ラ
ビ
ア
人
征
服
者
の
私
有
に
帰
し
た
際
に
の
み
征
服
の
初

期
に
は
少
額
の
ウ
シ
ェ
ル
納
附
地
に
転
換
さ
れ
た
。
従
っ
て
被
征
服
地
の
多
く
は
高
率
の
ハ
ラ
！
ジ
ュ
地

P
E
巳
・
町
民
企
）
で
、
一
部

に
？
と
ル
地

E
：
5
5が
存
在
す
る
結
果
と
な
っ
勺
）
こ
の
よ
う
な
地
租
の
差
別
が
さ
ら
に
志
の
？
権
の
斧
別
に
転
化

さ
れ
た

u

ハ
ラ

i
ジ
ュ
地
は
本
来
イ
ス
ラ
ム
国
家
が
所
有
権
売
も
つ
も
の
で
私
有
権
の
な
い
公
有
地
（
川
口

S
H
O
B
E
で
あ
り
、
ウ
シ
ュ
ル

地
の
み
が
私
有
地
（
〉
三
巴

E
ω
E
E
r
）
で
あ
る
と
い
う
制
度
が
成
立
し
て
い
が

J
U

こ
う
し
た
変
化
は
長
い
歴
史
的
変
遷
の
終
局
的
結
果

で
、
完
全
に
そ
の
変
化
の
過
程
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
が
、
ご
く
概
括
的
に
い
え
ば
本
来
集
権
的
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
十

て
二
世
紀
来
来
分
権
的
な
采
邑
制
の
拡
が

コ
た
こ
と
が
、
基
本
的
な
要
肉
と
み
ら
れ
る
。
耕
作
農
民
の
私
有
権
を
否
定
し
領
主
と
支
配
者

に
’士
地
の
所
有
権
を
帰
属
さ
せ
ユ
結
果
が
ど
こ
の
社
会
で
も
現
出
し
た
封
建
的
慣
習
が
、
ハ
ラ
！
ジ
ュ
地
に
対
す
る
私
有
権
を
否
定
し
、
封

臣
の
君
主
と
し
て
の
ス
ル
タ
ン
と
カ
リ
フ
に
上
級
の
所
有
権
を
行
使
さ
せ
、
土
地
国
有
観
念
を
現
出
し
た
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
シ
リ
ア
や

エ
ジ
プ
ト
で
は
マ
ム
ル

l
ク
朝
（
一
二
五

O
i
一
五
一
七
）
時
代
に
土
地
は
大
部
分
固
有
地

B
E
と
見
倣
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
、
オ
ス
マ

ン
・
ト
ル
コ
に
お
い
て
も
引
続
い
て
国
有
、
地
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
の
地
域
で
は
な
お
多
少
の
私
有
地
が
残
存
し
ウ
シ
ュ
ル
の
み
を
納

め
て
い
た
。
十
二
、
三
世
紀
以
降
、
最
初
か
ら
封
建
領
主
の
手
で
イ
ス
ラ
ム
政
権
の
領
土
と
化
さ
れ
た
小
ア
ジ
ア
地
方
（
す
な
わ
ち
オ
ス
マ

ン
千
ル
コ
の
本
土
）
で
は
、
私
有
的
農
地
は
ほ
と
ん
ど
全
く
存
在
せ
ず
、
私
有
地
と
ウ
シ
ュ
ル
税
は
都
市
の
宅
地
と
果
樹
栽
培
地
に
対
し
て

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
シ
リ
ア
州
カ
ン
ヌ

K
狩
け
る
関
税
ξ

商
品
税
（
岩
永
）

ー」』．／、
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法
政
史
学

-'--
／、

第
一
号

認
め
ら
れ
る
止
ま
つ
で
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
農
地
制
度
で
私
有
地
と
公
有
地
、
そ
の
区
別
を
示
す
ウ
ジ
ュ
ル
と
つ
フ
！
ジ
ュ
の
制
度
が

重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
ご
く
自
然
の
結
果
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

上
述
の
よ
う
に
ア
ラ
ブ
国
家
ハ
ウ
マ
イ
ア
朝
や
ア
γ

パ
！
ス
朝
）
で
は
農
地
は
ウ
シ
ェ
ル
地
と
ハ
ラ
！
ジ
ュ
地
の
区
別
が
重
視
さ
れ
、
小

作
形
態
は
、
定
額
（
お
そ
ら
く
金
納
）
小
作
契
約
ハ
ヨ
ロ
必
3
）
、
定
額
（
物
納
）
小
作
契
約
（
ヨ
ロ
N
b
g
h
p
B
C
F
b
F
3〉

、
果
樹
他
小

作
ハ
5
5
p
m
m
w件
”
自
己
が
自
己
何
回
〉
刈
分
小
作
契
約
（
g
g
F
b
g
g
w
5
5
ω
F
m
w
g
mむ
な
ど
の
諸
形
態
が
法
学
者
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
ハ
ラ

l
ジ
ュ
が
国
家
に
帰
属
す
る
か
、
所
有
権
者
ま
た
は
用
益
権
（

8
2
2
〆
）
の
保
持
者
に
帰
属
す
る
か
が
厳
密
に
規
定
さ

れ
た
。
所
有
者
ま
た
は
用
益
権
者
は
、
そ
の
土
地
を
ウ
シ
ュ
ル
地
に
化
す
る
か
寄
進
地
（
当
ω企
な
い
し

E
σ
b
）
か
授
与
地
（

Z
Z
ぜ
）
の

特
許
を
え
る
か
し
て
、
ウ
シ
ュ
ル
と
ハ
ラ
！
ジ
ェ
の
差
額
を
取
得
す
る
こ
と
に
努
力
を
集
中
し
た
。
小
作
形
態
は
必
し
も
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル

コ
時
代
と
大
差
な
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
土
地
の
所
有
者
が
領
地
支
配
権
を
も
た
ぬ
個
人
で
あ
っ
た
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
小
作
形
態
は
定

額
金
納
制
（
B
ω
W
E
a
－－共

2
）
と
定
額
物
納
制
（
白
兵
苫
千

m巳
5
3
か
ま
た
は
刈
分
制
（
n
C
E
r
－－

BEovωωω
戸
〉
に
区
別
さ
れ
、

所
有
者
は
国
家
か
封
建
領
主
で
あ
り
、
土
地
経
営
を
欲
し
た
個
人
は
税
請
負
権
ハ
E
C（
Z
Z
が
）
を
え
て
、
徴
税
権
と
と
も
に
封
建
領
主
と

等
し
い
政
治
的
強
制
権
を
も
行
使
し
れ
た
。

地
租
の
基
準
は
シ
リ
ア
州
の
カ
ヌ
ン
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
ア
レ

ッ
ポ
州
、
エ
ル
ゼ
ル
ム
州
な
ど
と
近
似
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
、
後
者
の
基
準
を
参
考
ま
で
に
滑
り
る
。
ァ
レ
ッ
ポ
州
で
は
一
的
広
ス
農
地
）
の
農
民
の
税
ハ
含

B
F
す
な

ち
わ

F
R仙
の

B
Z
R
N
ω
3
か
年
四

O
失
明
で
あ
り

m
5
悦
べ
た
ぬ
農
民
の
税
を
年
（

5
5
Z
S共
〉
一
二
呉
官
、
無
妻
帯

者
の
農
民
の
税
（

5
E
2
2口
一
%
を
八

ω片
的
。
と
し
て
い
る
。
一
三
止
は
上
地
六

O
ド
ウ
ナ
ム
、
下
地
一

O
O
ド
ウ
ナ
ム
〈
一

o

i
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
土
地
で
あ
る
。
こ
れ
が
農
民
一
家
族
の
基
準
的
所
有
地
と
さ
れ
る
。
ま
た
刈
分
制
（

2
S
F
ケ
百
三
与
g
m
p

E
みの
F
g
z
r
b
g
s
m
w
V
の
土
地
で
は
生
産
の
半
量
が
永
小
作
権
の
あ
る
農
民
（
円
。
ミ
ω
自
己
ωωωω
門
広
）
の
取
分
と
な
る
。

〈
農
民
の
耕
作
権
（
Z
ω
S
3
0
は

Z
刀
己
と
呼
ば
れ
た
権
利
書
の
授
与
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た

o
g切
口
に
よ
る
耕
作
権
は
税
を
納
入
す

る
限
り
で
保
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
滞
納
を
し
た
場
合
や
三
年
以
上
耕
作
を
描
棄
し
た
場
合
に
は
、
無
補
償
で
剥
奪
さ
れ
た
。
ま
た
Zωω

0
5同
の
権
利
は
ト
ル
コ
の
初
期
に
は
よ
り
安
定
し
て
い
た
。
采
邑
制
が
原
則
で
あ
っ
た
た
め
、
采
邑
主
は
領
民
に
対
す
る
個
人
的
接
触
を
も

っ
て
レ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
七
世
紀
以
降
は
政
府
が
采
邑
授
与
を
極
力
抑
制
し
、
徴
税
権
の
請
負
制
を
と
る
よ
う
に
な
り
ぜ
都
市
の
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商
人
資
本
家
な
い
し
官
僚
的
軍
人
が
請
負
人
と
な
っ
た
た
め
、
個
人
的
接
触
の
な
い
請
負
人
ハ

B
E
b
g
〆
巳
〉
に
よ
る
詠
求
が
高
ま
る

と
、
滞
納
は
増
加
し

Z
旬
民
権
を
失
う
者
が
一
頻
出
し
た
。
ま
た
請
負
人
は

Z
匂
ロ
の
更
正
に
よ
っ
て
利
益
を
納
め
ん
と
し
て
一
層
耕
作
権

g
g
m
g
h
を
不
安
定
と
し
た
。
ト
ル
コ
の
土
地
国
有
制
は
時
代
と
と
も
に
強
化
さ
れ
て
、
農
民
の
耕
作
権
を
弱
化
し
、
商
人
、
官
僚
・
地

租
請
負
人
に
よ
る
農
村
支
配
を
招
来
し
て
い
る
。

注（
1
）

N
・
開
・
開
・
匂

NNH
・
第
六
条
未
尾
。

（
2
）
宮
－

F
伶

HUBSω
・
開
z
a
g
ω
ロ片岡】

O
円。
mロぬ同日
E
g－－同向。
B
巴
ω
示丘
o
z。
ぷ
三
可
m
W
H
o
p
出
色
円

E
・
5
ミ
・
匂
・

（3
）
司
円
。
σ忠
2
・
HM円
宮
内
二
巴
問
。
己
ロ
ヨ
ロ
ロ
品
開
。
＝
2
2
2
B
g
S
M》・
h
p
ω

∞〉
t
叶
）
は
、
こ
れ
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
イ
ス
ラ
ム
の
ワ
ク
フ
理

論
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
け
る
土
地
の
公
有
制
の
問
題
は
、
「
九
三

0
年
代
ま
で
、
そ
の
社
会
経
済
史
研
究
の
核
心
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
の

発
生
は
き
わ
め
て
古
く
、
－
八
三

O
年
フ
ラ
ン
ス
が
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
征
服
し
た
直
後
に
遡
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
本
国

か
ら
の
移
民
に
農
場
地
を
授
与
す
る
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
社
会
で
は
原
住
民
の
私
有
権
が
存
在
せ
ず
土
地
の
国
有
制
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
理

論
を
利
用
し
て
、
現
住
民
の
耕
作
権
剥
奪
を
強
行
し
た
の
が
、
そ
の
発
端
を
な
し
た
。
（
宅
2gω
・
同
2
V
2与
2

2
円】
m
gロ
ω
2
2
2
0ロ

品。

F
同己
10MMH－
芯
芯
芯
吋

Z
E
E－paω
ロ
ω］
g
目

MmW3ECω
三
日
mwHMω

己

ωロぴ巴
E
E
Z
B
Oロ
件
。
ロ
〉
】
moH古
・
同
umwZω
・
】
∞
怠
・
』
。
gHdMmw－

〉
ω－E
Z
c？

g
－ω・

E
・
3
】・

AF－
－
・
）
こ
れ
が
発
端
と
な
っ
て
、
ト
ル
コ
の
国
制
の
原
拠
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
宗
教
法
の
と
く
に
国
家
経
済
理

論
の
探
究
が
手
が
け
ら
れ
、
〉
σ
c
J
E
ω
E・
〉
】
宮
山
町
4
5
E
F
等
の
主
張
が
、

2
2門戸
0
5
・の
o
E
N
F
2
等
（
』
・
。
。
】
品
N
5
2
宮戸両日
M
a
c
s－

g
o
E
E
R
Z
m
Z
E
3

・
N
出。－

z
・
5
g
t
N
O）

等
に
よ
っ
て
相
つ
い
で
研
究
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
典
研
究
に
基
い
て
イ
ス
ラ
法
の
原
理
が
究
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ム
神
学

者
自
身
の
原
理
に
矛
盾
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ム
神
学
理
論
の
矛
盾
を
手
掛
り
と
し
て
、
結
局
法
学
理
論
も

一
つ
の
歴
史
的
発
展
の
所
産
で
あ
り
、
ア
ラ
ブ
帝
国
初
期
の
征
服
と
政
治
の
推
移
を
背
景
に
し
相
矛
盾
す
る
根
拠
の
複
合
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
の
が
、
ウ
ヱ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ラ
マ
ン
、
ベ
ザ
カ
ー
な
ど
の
経
済
史
的
研
究
で
あ
っ
た
。

砂
漠
ア
ラ
ビ
ア
の
オ
ア
シ
ス
に
適
用
さ
れ
た
低
率
の
租
税
ウ
シ
ェ
ル
と
、
大
河
流
域
の
溜
慨
農
耕
地
帯
に
成
立
し
て
い
た
高
率
の
地
租
ハ
ラ
ー

ジ
ュ
の
原
理
の
統
合
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
非
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
経
済
的
差
別
を
露
臨
し
て
財
政
充
実
の
必
か
ら
ハ
ラ
l
ジ
ュ
を
認
め
た
政
策
、
こ

れ
ら
の
教
理
と
現
実
政
策
の
妥
協
の
上
に
シ
ァ
リ
l
ア
に
確
立
さ
れ
た
法
規
定
も
成
立
し
て
い
る
。
（
毛
色
5
2
ω
3

・
u
g
m
g
v
z
n
F
g
河内－

R
V
口
三
宮

E
浮
E
N－
国
民
－
Z
H
u
s－
の
・
出
・
回
2
W
2
明三
E
O
F
c
c
m
gロ
ピ
ω『・

5
仏
国
2
m
m
g
z
z
r
M
d？

HUN品
t
p

ス
レ
イ
マ
シ
大
帝
の
シ
uJ
ア
州
カ
ン
ヌ
K
お
付
る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

、＿.凶 h

/' 
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法
政
史
学

第
一
号

'/'-

四

z－
F
巴
652dω
・何件戸内凶
2
ω
Z
吋
｝
ぬ
円
。
mEAW
合
同
門
町
長
問
。

0
5巳
万
戸
門
戸
。
冨
o
ぷ
当
ぞ
何
W
H
Oア
出
巳
円

5
5
0叶）

（4）
’
采
邑
制
を
原
則
化
し
た
の
は
セ
ル
ヂ
ュ

i
ク
王
朝
、
そ
れ
を
確
立
し
た
の
は
、
セ
ル
ヂ
ュ

l
ク
王
朝
を
継
承
し
た
諸
ス
ル
タ
ン
や
ア
タ
・
ベ
ク

政
権
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ム
ル

1
ク
政
権
で
あ
っ
た

Q

ゎ
・
出
・
目
2
W
2
・
出
。
x
g
mめ
N

ロ
吋
の
g
n
F
F
Z
何日

2
u
Rロ
ω
ロ
ロ
昨
日
号
ロ

Z
E
・

g
－
∞
可
思
ωσ
ロ
コ
コ

50ω
・同）・〉－

z・同
voEω
｝
内
”
明
。
ロ
門
豆
町
S

E
何
mて
ゆ
？

ω可一『
2
・】
MM凶－
2
5
m
w
m
D円四円。
g
D。
P
H
N日
C
1
5
0。
・
戸
。
ロ

門HCロ・

Hhvω
ゅ・匂・

（
5
）
の
一
σ
σ
h
w
出
OJ司
m山
口
唱
。
？
の
広
明
｝
・

（6
）
法
学
書
で
は

agy吋
お
よ
び

W
F
R
止
の
項
な
ら
び
に
賃
貸
借
（

c
b
z
y）
の
項
で
詳
し
く
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

c
g
g
－
〈
己
－

F
2
2

〉
σ
A
M
J
E
ω
E
W
同】・叶
Cωρ

〉］町三仇
W
H

そ
白
色
ケ
各
省

Hω
・
円
）
同
ア
ロ
ヲ

t
z
－

（
7
）
カ
ラ
マ
ン
で
は
三
六

ω｝4
0
エ
ル
ゼ
ル
ム
は
五

O
ω
｝内明。

N
・
何
・
同
・
匂
－

KH0
・匂・。
ω・

（8
）

H
Z
E－
－
）
伶
門
戸
一
口
長
は
ク
タ
イ
ハ
カ
ラ
マ
ン
州
、
エ
ル
ゼ
ル
ム
州
で
二
一
ω
｝
S
o
で
あ
っ
た
。
目
白
N

℃
・
ピ
唱
匂

8
・
句
。
ω
・

（9
）
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
采
邑
地
規
定
に
よ
れ
ば
采
邑
地
の
大
き
さ
は

tshr・
江
mwgzybg
に
三
分
さ
れ

色
白
骨
二
、

0
0
0
兵

芯

以

上

，

二

O
、
o
o
o
m
z
o
未
満

従

土

門

与

巴

F

－
な
い
し
五
人
供
給

N

－b
E
E
二
O
、
0
0
0
兵

古

以

上

一

O
O
、
0
0
0
央
官

未
満

従

士

六

人

以

上

一

八

人

供

給

従
ハ
て
騎
士
一
人
の
給
与
基
準
は
二
、

o
o
o
m
W
2
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州
で
は
、

一ニ、

O
O
O
m
w
W
M
O
）
で
あ
る
、
騎
士
一
人
当
り
標
準
農
家
五

O
戸
が
そ
の
経
済
を
支
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
－
村
な
い
し
半
村
、
三
分
の
一
村
程
度
の
領
主
権
と
な
る
。
采
邑
制
に
つ
い
て
は
開
口
nu－－

0
・
匂
包
宮
え

Z
E
5
の

R
H，
FShw
円
噌
お
よ
び

h
N
o
a
p
B
2
．
の
項
。
の
F
σ
h
w
回。者向円】
jwo－u
・
。
戸
〈
O］・

Y
H）件－

Y
℃同｝－

A
印

t
怠・

給
与
額
に
つ
い
て
は
叶
肢
の

y
g一
号
。
？
ロ
包
【
昨
日
目
。
H
M

一巧
g
o
p
℃・∞∞

（
b
）
家
畜
税

シ
リ
ア
の
家
畜
税
は
羊
二
頭
毎
に
一
長
官
、
山
羊
に
つ
い
て
も
同
額
が
徴
収
さ
れ
る
。
ま
た
他
州
か
ら
遊
牧
し
て
き
て
越
冬
す
る
も

の
に
つ
い
て
も
百
頭
に
つ
き
一
頭
が
徴
収
さ
れ
る
（
二
節
b
項
）
。
羊
の
税
（
2
m
g
F
ω
m
R
S
）
は
他
の
州
で
も
た
と
え
ば
、
小
ア
ジ
ア
の

ク
タ
イ
ハ
、
カ
ラ
マ
ン
、
エ
ル
ゼ
ル
ム
の
諸
州
で
も
、
い
づ
れ
も
二
一
践
に
一
と
さ
れ
て
い
る
。
ク
タ
イ
ハ
州
で
は
羊
二
四
頭
以
下

内

wwmmw
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の
場
拾
v
u
o
羊
の
税
。
は
不
一
安
と
し
て
い
れ
ル
正
確
に
四

O
頭
を
免
税
点
に
し
て
い
た
か
は
明
確
で
な
い
が
、
シ
リ
ア
州
で
も
群
に
対
し
課

税
す
る
。
と
し
て
い
る
か
ら
、
免
税
の
限
界
は
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
。
遊
牧
部
族
か
ら
は
通
過
す
る
も
の
も
一
定
期
間
止
ま
る
も
の
の
別

な
く

m
yと
っ
た
。
こ
れ
は
他
州
の
カ
ヌ
ン
で
は
放
牧
税
公

2
5
2
E）
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
多
く
が
百
頭
（
ま
た
は
一
群
に
）
に
一
頭

で
あ
る

D

い
う
ま
で
も
な
く
家
畜
税
を
家
畜
数
で
規
定
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
法
は
、
貨
幣
経
済
の
発
達
し
て
い
な
い
遊
牧
民
社
会
の
慣
習
を

（

5
） 

基
準
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア
ラ
ビ
ア
沙
漠
内
で
は
今
日
で
も
継
続
し
て
い
る
慣
習
で
あ
る
。
し
か
し
、
貨
幣
経
済
の
活
溌
に

行
わ
れ
あ
地
域
で
の
、
し
か
も
定
着
農
民
の
牧
畜
に
た
い
し
て
、
金
納
制
が
成
立
す
る
の
は
ご
く
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
羊
の
市
場

価
格
が
二

O
兵
す
内
外
の
と
き
、
二
頭
に
つ
き
一
兵
マ
は
二
・
五
と
い
う
税
率
の
原
則
を
さ
ま
で
は
は
づ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ

う
。
ま
た
通
過
す
る
遊
牧
民
に
対
し
て
の
課
税
は
完
全
な
統
治
権
の
な
い
場
合
で
特
例
と
い
え
る
が
、
こ
こ
に
極
微
の
税
源
ま
で
遂
求
す
る

領
主
的
貧
欲
が
露
呈
し
て
い
る
。
ま
た
こ
う
し
た
遊
牧
民
か
ら
の
貨
幣
徴
税
は
不
可
能
で
、
当
然
現
物
徴
収
制
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
領
内
の
放
牧
者
に
対
し
て
州
に
よ
っ
て
は
牧
草
税
（
一
群
に
対
し
三
山
広
め
程
度
）
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
が
み
ら
れ
、
家
畜

関
係
の
税
が
種
々
の
形
で
加
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
の
が
し
え
な
い
点
で
あ
る
。

注（
1
）
N
・
開
・
何
匂
・
ピ
（
第
六
条
）
。
．
会
（
一
九
条
）
℃
－

g
（三

O
条）

（2
）
N
・
円
何
ヤ
ピ
（
第
六
条
）

（3
）
N
・
同
開
℃
－
N
N
品
（
第
二
十
九
条
）

（4
）
ト
リ
ポ
リ
州
の
第
十
一
条

N
・
問
・
開
・
℃
－
N
O
∞
ヱ
ル
ゼ
ル
ム
州
の
第
三

O
条

N
・開・開・匂－

s

（
5
）
サ
ウ
l
ド
王
の
徴
税
吏
が
春
月
に
家
畜
税
の
徴
収
に
巡
羅
す
る
状
況
を
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
税
率
は
イ
ス
ラ
ム
、
法
の
原
則
そ
の
ま
ま

に
行
わ
れ
て
い
る
。
』
・
出
・
司
｝
と
σア
〉
吋
ωσ
立
ωω
ロ己

2
5
4
F
Jよ
yymwEω

・
5
∞・同）・
N

寸
（
）
同
・
∞
－

H
，君主の町内｝］・∞
ω
ロ【四日〉
g
E
ω

司同昨ロ
n
o
丹。ロ・一戸也切
ω
－

H
U

－－∞切

（

c
）
関

税

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
で
で
は
関
税
を

m
t百
円

庄

内

と

呼

ぶ

。

こ

の

言

葉

は

ギ

リ

シ

ア

語

の

ラ

テ

ン

語

の

8
5
5
2
n
E
S

に
由
来
す
る
。
極
め
て
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
が
お
外
国
貿
易
に
つ
い
て
輸
出
入
港
で
課
せ
ら
れ
る
税
の
内
容
を
も
っ
た
の
は
十
九
世
紀

以
降
の
こ
と
で
、
最
初
は
単
に
外
国
商
品
に
課
せ
ら
れ
る
税
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
国
境
の
み
で
な
く
、
園
内
で
の
州
境
、
そ
の
他
の
場
所

w
o
z
B
R
W
O 

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
シ
H
J

ア
州
カ
ン
ヌ

K
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

六
五
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、、

． 

． 

法
政
史
学
第
一
号

で
徴
収
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
税
は
全
国
的
に
共
通
し
た
名
称
は
な
く
、
種
々
の
地
方
名
で
呼
ば
れ
た
。
シ
リ
ア
の
諸
港
で
は

B
R
E一
－
σωσ

F

三
宮
ω
国
内
税
関
で
は
間
口
百
円
位
w
g
p
｝g
r
E
E
E
P
〆
与
え
弘
己
5
51め
な
ど
と
。
関
税
は
ま
た
す
こ
ぶ
る
重
複
し
て
徴
収
さ
れ

た
。
輸
出
入
港
や
国
境
州
境
で
徴
税
さ
れ
た
上
、
さ
ら
に
消
費
さ
れ
る
都
市
の
取
引
の
場
所
で
課
税
さ
れ
、
ま
た
他
州
に
再
送
附
さ
れ
る
も

の
に
も
課
税
さ
れ
た
。
シ
リ
ア
の
州
内
で
は

F
h
g
D

－
ペ
ロ
ロ

g
W
5
2
0
に
税
関
が
あ
っ
た
が
、
ダ
マ
ス
ク
ス
の
周
囲
の
忘
ロ
〉
ヨ
ω
Y

（
ホ
ム
ス
路
）
区
ロ
〉

E
2
l∞E
B
（
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
路
〉
な
ど
は
後
年
税
関
の
役
割
を
演
じ
た
。
ま
た
市
内
の
出
営
は
隊
商
商
人
の

宿
泊
し
、
取
引
を
す
る
場
所
で
、
そ
こ
で
商
品
は
計
量
・
課
税
さ
れ
て
い
る
。

関
税
率
は
州
毎
で
、
ま
た
商
品
に
よ
っ
て
多
少
相
違
し
た
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
が
い
わ
ば
全
国
的
に
統
一
し
た
税
率
や
機
構
を
も

た
ず
、
結
局
地
方
的
慣
習
と
機
構
を
そ
の
ま
ま
容
認
し
運
営
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

六
六

そ
も
そ
も
イ
ス
ラ
ム
の
法
学
で
も
、
関
税

η
5
F
F
ま
た
は
複
数
形
で
ど
ち
旨
十
分
の
一
税
と
同
じ
〉
は
明
確
な
規
定
に
欠
け
る
項

目
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
税
率
に
つ
い
て
学
派
間
に
見
解
が
統
一
し
て
い
ず
．
ま
た
徴
税
そ
の
も
の
（
徴
税
の
機
会
・
場
所
を
含
め
）

に
つ
い
て
も
異
論
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
規
定
は
商
品
輸
送
の
行
わ
れ
る
公
道
上
の
徴
税
の
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
で

も
、
必
し
も
国
境
に
限
っ
て
実
施
さ
れ
た
税
制
で
は
な
か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
徴
税
官
（

h
r
E円
複
数

h
g
Eる
は
、
カ
リ
フ
政
権

に
よ
っ
て
最
初
国
境
は
も
ち
ろ
ん
州
境
に
も
配
置
さ
れ
て
、
一
様
に
通
過
商
品
え
の
徴
税
に
当
っ
た
。

ま
た
イ
ス
ラ
ム
法
に
お
い
て
も
税
率
は
や
や
明
確
を
欠
く
部
分
が
あ
っ
た

D

後
の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
い
わ
ば
官
学
派
を
な
し
た

ハニ

l
フ
ァ
派
で
は
、
「
関
税
吏
（
ぷ
ゆ
一
円
）
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
商
人
か
ら
は
二
・
五

μ
、
被
保
護
民
（
全
B
B
G
か
ら
は
五

μ
、
戦
争
の

民
（
｝
冨
吋
立
）
か
）
ら
は
相
手
方
と
同
率
を
（
B
ε
b
N
P
C
原
則
と
す
あ
る
が
一
般
に

一

odp、
（

h
z
r
p
、
の
関
税
を
徴
収
す
る
」
と
主
張

し
て
い
る
。
そ
れ
が
第
二
代
カ
リ
フ
、
ウ
マ
ル
の
規
定
し
た
制
度
で
あ
る
と
、
同
学
術
哨
主
張
す
る
。
一
方
マ

i
リ
ク
派
は
被
保
護
民
（
凶

g
E
C
戦
争
の
民
（

Z
H
E
〉
か
ら
と
も
に

O
一
μ
を
徴
収
げ
斗
べ
き
だ
と
し
で
い
る
。
シ
ァ

i
フ
ィ

l
派
は
関
税
は
不
法
で
、
商
品
え

の
課
税
は
取
引
に
対
し
て
の
み
課
税
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
被
保
護
民
と
外
国
人
（
す
な
わ
ち
戦
争
の
民
）
に
対
す

る
税
率
は
区
々
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
税
率
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
被
保
護
民
に
対
す
る
税
率
で
ハ
ニ
！
フ
ァ
派
の
見
解
と
近
似

し
て
い
る
が
、
外
国
人
え
の
税
率
で
は
む
し
ろ
対
等
ハ

Eε
州
民
営
〉
の
原
則
が
慣
習
化
L
た
よ
う
で
。
低
率
で
あ
る
。

Hosei University Repository



第
二
に
国
内
関
税
も
広
く
存
在
し
た
。
国
際
的
な
遠
隔
地
取
引
の
商
品
に
関
税
が
反
複
賦
課
さ
れ
累
重
す
る
の
東
洋
社
会
の
古
い
慣
習

で
、
イ
ス
ラ
ム
法
で
も
論
争
の
対
象
で
あ
っ
た
。
マ
ト
リ
ク
派
は
イ
ス
ラ
ム
の
国
境
で
一
度
課
税
さ
れ
た
商
品
に
は
国
内
の
他
の
徴
税
官

？
5
の
重
複
課
税
は
認
め
ら
れ
な
い
‘
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
実
効
の
あ
っ
た
規
定
か
不
明
で
お
。

こ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
法
学
に
お
い
て
も
、
関
税
は
な
ん
ら
国
境
通
過
商
品
に
対
す
る
課
税
の
み
を
意
味
せ
ず
、
ま
た
関
税
率
も
必
し
も

一
様
で
は
な
い
こ
と
は
結
局
、
地
方
的
に
異
る
貿
易
商
品
え
の
課
税
制
は
ア
ラ
ブ
の
教
権
を
以
て
し
で
も
、
一
つ
の
宗
教
的
原
理
で
再
編
成

す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
事
情
を
、
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

イ
ス
ラ
ム
法
の
関
税
率
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
二
・
五
，
%
、
被
保
護
民
に
五

μ
、
戦
争
の
民
に
五

l
一
O
μ
と
み
て
も
、
シ
リ
ア
州
の
関
税

率
は
こ
れ
と
著
し
く
相
違
す
る
。
そ
こ
で
は
多
く
の
商
品
が
、
四
ガ
程
度
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
、
被
保
護
民
の
差
別
も
分
明
で
な

い
。
実
際
関
税
率
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
の
各
州
で
区
々
あ
る
と
い
え
る
。
国
際
貿
易
の
中
心
地
で
比
較
的
制
度
の
整
備
し
た
ト
リ
ポ
リ
で

は
次
の
よ
う
な
率
を
示
し
て
い
る
。
ま
づ
、
ト
リ
ポ
リ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
方
面
に
輸
出
さ
れ
る
商
品
は
、
通
常
、
関
税
三

μ
と
、
別
に
計
量
税

（円

2
5－
付
与
さ
）
一
，

m、
税
関
手
数
料
（

5ω
百円｝

s
r
E）
一
，

m
か
、
そ
の
い
づ
れ
か
が
課
さ
れ
、
合
計
四

μ
！
五

μ
と
な
っ
た
（
ト

リ
ポ
リ
州
カ
ヌ
ン
ナ
i
メ
第
三
条
）
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
輸
入
品
に
つ
い
て
も
同
率
の
課
税
が
行
わ
れ
た
。
（
同
第
二
条
）
。
ま
た
同
港

と
他
の
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の
聞
の
輸
出
入
商
品
は
、
関
税
一
，

m、
計
量
税
一

μ
、
関
税
手
数
料
一

μ
で
、
計
二
・
I
l
三
百
戸
と
低
率
に
お
さ
え
ら

れ
て
い
る
（
第
四
条
）
。
ま
た
輸
出
入
商
品
で
、
ト
リ
ポ
リ
市
内
で
取
引
さ
れ
る
も
の
は
、
普
通
売
手
買
手
の
双
方
か
ら
四

μ
（
絹
、
木

材
）
、
五
ガ
（
棉
）
、
七
%
（
金
属
）
、
な
ど
の
計
量
税
（

Hog－
g
g
D）

誠
一
ζ

ら
れ
た
。
と
く
に
極
東
、
イ
ン
ド
方
面
の
香
料
は
高
率

で
、
売
手
一

od戸
、
買
手
の
外
国
商
人
か
ら
一
五

μ
、
香
料
税
が
徴
収
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
ト
ル
コ
本
土
、
小
ア
ジ
ア
州
の
も
の
に
つ
い

て
み
る
と
、
た
と
え
ば
ト
レ
ピ
ゾ
ン
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
被
保
護
民
に
は
四

μ
、
闘
争
の
民
に
は
五

μ
が
課
せ
ら
れ
、
ミ
テ
ィ
レ
ネ
港

で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
二

μ
、
被
保
護
民
に
四

μ
闘
争
の
民
に
は
五

μ
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
率
は
す
こ
ぶ
る
区
々
で
あ
る
。

し
か
し
、
ト
ル
コ
の
関
税
制
度
で
は
、
国
境
や
税
関
に
お
い
て
課
せ
ら
れ
た
の
み
で
な
く
、
入
国
後
市
場
で
の
取
引
に
課
せ
ら
れ
る
も
の

を
も
外
国
品
え
の
税
と
呼
び
関
税
に
含
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
輸
出
入
さ
れ
た
商
品
は

5
ω
B－
拘
置
H

ロる
r
を
納
め
た
う
え
、
そ
の
都
市
内

で
貨
売
さ
れ
る
機
会
な
い
し
、
他
の
州
え
転
送
、
再
輸
出
さ
れ
る
際
に
〆
品
。
円
円
品
。
己
注
目
可
。
と
か
日
E
w
r－
w
g
r
を
課
せ
ら
れ
て
る

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
シ
リ
ア
州
カ
ン
ヌ
に
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
山
宥
永

六
七
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法
政
史
学

第
一
号

六
八

両
者
を
綜
合
す
れ
ば
そ
の
課
税
総
額
は
す
こ
ぶ
る
高
額
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
後
者
は
文
字
通
り
仲
買
税
で
、
別
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
商

人
の
収
益
税
に
当
る
と
も
み
ら
れ
る
。
ダ
マ
ス
ス
ク
で
は
郷
市
商
人
え
の
課
税
が
、
イ
ラ
ク
や
エ
ジ
プ
ト
で
み
ら
れ
た
店
舗
税
の
形
で
な

く
、
す
べ
て
取
引
に
対
す
る
課
税
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
税
関
で
は
関
税
（

mg忌
宵

ず

ω
2
）
の
他
に
手
説
明
）
と
し
て
書
記
料
（

g
c
g
ω
E
3〉
（
シ
リ
ア
で
）
、
計
量
税
（

5
・5
ヶ

｝S
H出
口
）
、
書
記
手
数
料
（
｝
S
E
E
Z
ω
E
C
（
以
上
ト
リ
ポ
リ
で
）
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
税
関
事
務
上
の
直
接
経
費

の
負
担
と
い
う
性
質
の
も
の
で
、
む
し
ろ
本
質
的
に
は
関
税
の
一
部
で
あ
る
。
関
税
収
入
が
ほ
と
ん
ど
総
て
を
国
庫
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
結

果
税
関
自
身
や
そ
の
運
営
経
費
守
）捻
出
す
る
必
要
に
迫
ち
れ
て
生
じ
よ
れ
の
で
あ
る
。事
実
小
ア
ジ
ア
の
諸
港
で
も
、
己
2
b
g
o巳（
b
5
0
・

E
ヨ
。
入
国
の
。
の
意
）
宮
町
立
可
。
（
汐
出
国
の
。
の
意
）
と
呼
ん
で
同
一
の
手
数
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
六
世
叩
ス
レ
イ
マ

ン
大
帝
の
カ
ヌ
ン
で
は
ま
だ
ご
く
低
率
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
に
は
関
税
に
匹
敵
す
る
高
率
と
な
っ
た
場
合
も
あ
る
。
結
局
こ
れ

ら
を
総
計
す
れ
ば
関
率
率
は
イ
ス
ラ
ム
法
学
の
基
準
を
遥
か
に
凌
ぐ
も
の
と
な
ろ
う
。

関
税
率
が
イ
ス
ラ
ム
法
の
基
準
を
逸
脱
し
て
い
る
の
に
比
す
れ
ば
、
宗
教
的
身
分
に
よ
る
煮
別
待
遇
が
残
存
し
て
イ
ス
ラ
ム
法
の
基
本
精

神
が
多
分
に
貫
れ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
シ
リ
ア
州
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
（
い
わ
ば

F
R
Z
に
当
る
）
に
対
す
る
税
率
が
す
こ
ぶ

る
高
い
。
た
だ

E
5
5
F
と
の
差
別
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
法
文
で
挙
示
さ
れ
て
い
ず
、
明
ら
か
で
な
い
（
も
ち
ろ
ん
人
頭
税
な
ど
他

の
税
種
目
で
差
別
は
さ
れ
て
い
る
が
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
の
宗
教
的
身
分
に
よ
る
差
別
の
原
理
す
で
に
か
な
り
弛
緩
し
て
い

た
。
ま
た
、
ト
リ
ポ
リ
州
の
関
税
で
は
こ
の
差
別
待
遇
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ト
レ
ピ

ゾ
ン
や
ロ

l
ド
ス
島
、
ギ
リ
シ
ア
な
ど
の
諸
港
で
は
こ
の
差
別
が
、
税
率
は
ア
ラ
ブ
帝
国
ほ
ど
相
違
し
な
い
に
し
て
も
、
一
応
貫
徹
さ
れ
て

い
情
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が
濃
厚
に
イ
ス
ラ
ム
的
な
ア
ラ
ブ
諸
地
域
で
な
く
、
被
保
護
民
が
比
較
的
多
数
居
住
し
、
戦
闘
の
民
の
往
来
の

頻
繁
な
小
ア
ジ
ア
や
バ
ル
カ
ン
の
諸
地
域
で
差
別
待
遇
宥
激
し
く
し
た
の
は
、
一
見
奇
異
な
観
が
あ
る
が
、
実
は
す
こ
ぶ
る
自
然
な
成
行
き

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
自
身
は
ま
づ
バ
ル
カ
ン
地
方
の
ヰ
リ
ス
ト
教
地
域
の
征
服
を
最
高
の
国
家
目
的
に
掲
げ
、

強
い
宗
教
政
策
を
う
ち
だ
し
た
国
家
で
あ
り
、
そ
こ
で
征
服
に
よ
っ
て
穫
得
さ
れ
た
新
た
な
「
イ
ス
ラ
ム
地
域
島
町
己

2
5
5
」
に
は
、

強
固
な
イ
ス
ラ
ム
教
権
を
樹
立
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
神
政
政
治
的
な
宗
教
原
理
を
純
粋
・
強
硬
に
打
ち
だ
す
必
要
が

新
征
服
の
キ
リ
ス
ト
教
地
域
で
関
税
’上
の
厳
し
い
差
別
待
遇
を
実
行
さ
せ
た
理
由
で
あ
つ
ろ
う
＠
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－嘗’
j
唱

j
司
d

，，aS
1

‘d
’マ主
S

、J
9
a
3
1司
ヨ

－

J

・・

こ
の
点
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
一
六
世
紀
末
以
降
。
戦
闘
の
民
。
と
も
い
う
し
へ
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
へ
の
税
率
が
、
ト
ル
コ

帝
国
の
国
際
的
地
位
の
低
下
に
伴
っ
て
逆
転
し
た
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
メ
フ
メ
ヅ
ト
三
世
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
帝
の
求
め
に
応
じ
て
、
一

五
九
ム
弊
レ
バ
ノ
ン
会
社
商
人
え
の
関
税
を
三

μ
に
引
下
げ
た
。
そ
れ
以
前
は
ヨ

i
ロ
ヅ
パ
商
人
は
五

μ
の
関
税
を
徴
収
さ
れ
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
（
こ
れ
の
補
填
策
と
し
て

g
g
ι
2ぞ
め
と
い
う
新
税
が
ア
フ
メ

v
ト
一
世
の
と
き
附
課
さ
れ
た
。
〉
一
六
七
三
年
に
は
フ
ラ
ン

ス
人
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
お
な
じ
特
権
を
取
得
し
、
一
八
世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
通
商
国
は
す
べ
て
そ
の
特
権
売
穫
得
し
て
い
る
。
一
方
国

内
関
税
へ
の
対
策
と
し
て
も
一
ム
ハ
六
九
年
ヨ

l
ロ
ザ
パ
商
人
は
貿
易
港
で
関
税
を
納
付
し
た
証
明
を
著
す
れ
ば
国
内
の
如
何
な
る
税
関
で
で

（臼〉

も
通
行
税
（
陸
上
関
税
｝

s
g
m位
B
H
C
W
〉
を
免
除
さ
れ
る
特
権
を
え
た
。
い
い
か
え
れ
ば
一
六
・
七
世
紀
の
外
国
人
関
税
は
ト
ル
コ
政
権
の

よ
き
繁
栄
し
た
時
代
の
象
徴
で
あ
っ
た
。

注
（
1
）
の
F
σ
ω
ロ
円
日
目
。
名
作
D

w

O
喝
の
芹
・
〈
。
－
・

7

－u
・】
N

】・

（

2
）

F
5
・℃－

z・

（3
）
〉
m
｝S
E
a

－
o
－u
・
巳
？
？

ω
E

（4）

F
E－匂匂・

ω
】
寸
！
∞
・
〉
ゲ
ロ
J

え
ωA山内・勺・一可。・

（5
）
〉
m
F
E
ι
2・0
句
・
立
？
？
∞
】
印
・
．

（6
）
－
寸
志
向
y
ω
同
日
・
巳
・
云
砂
羽
2
B
H
w
n
y
m
同）

5
・

（7
）
そ
の
他
に
も
課
税
技
術
上
の
問
題
は
少
く
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
法
上
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
商
品
（
豚
や
酒
）
は
、
経
済
価
値

を
も
た
な
い
筈
の
も
の
で
あ
る
か
ら
関
税
は
課
せ
ら
れ
な
い
と
か
、
酒
の
み
は
課
税
し
う
る
（
〉
m
Y
D
E
g
－－

zp
匂・

ωN。
）
と
か
、
の
宗
政

禁
忌
と
関
連
し
て
異
論
の
多
い
事
項
が
あ
る
。
ま
た
果
実
、
野
菜
、
ミ
ル
ク
な
ど
の
腐
敗
し
易
い
商
品
は
関
税
を
必
要
と
し
な
い
（
〉
包
5
5
S

E
E－－】・
ω
N
】
）
（
す
る
と
の
主
張
も
あ
る
）
と
い
う
商
品
の
種
類
で
の
差
別
の
視
点
も
あ
る
。
ま
た
商
品
運
搬
者
が

E
C
W
m
w
g
g
（
業
務
を
委
托

さ
れ
た
奴
隷
）
で
自
由
人
で
な
い
場
合
は
支
払
の
裁
量
権
が
な
い
か
ら
課
税
し
え
な
い
な
ど
と
い
う
納
税
資
格
上
の
問
題
も
あ
っ
た
。

（8
）
N
・
開
・
開
・
同
y
N
H
N

（9
）
N
・
開
・
開
・
匂
－

M
【

ω

（叩）

N
・
開
・
何
・
M
M

－
a
c

（日）

N
・
開
・
開
・
勺
－

H
c
a

ス

ν
イ
マ
ン
大
帝
の
シ
リ
ア
州
カ
ン
ヌ
に
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

／、
九
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洩
政
史
学

第
一
号

七
O

（ロ）

N
・
開
・
同
・
同
y
N
N
H
（
商
品
の
計
量
器
に
対
す
る
税
）

（日）

N
・
開
・
開
・
M
M

－
M
】

N

（
税
関
の
役
人
に
対
す
る
報
酬
）

（H
）
の
F
σ
h
v
目
。
ぞ
め
同
了
。
？
巳
仲
間
）
・

5
噂〉－

n・
当
c
c
p
〉
出
Z
Z
H
可。同

5
0
F
2
2二
円
。
自
問
v
m
H
M
F
F
c
ロ円
H
O
D

－
H
8
u
－℃－
NHω

・

（
日
）
の
F
σ
h
w
問。宅
OHM
－
F
E
同）－

z－
E
ω
g
g
o
H．・

mgmH片
的
ぐ

O
H
p
m
m
C
D
m
－

J
『

O
］・

H
H）－

NNH
・

（
日
山
）
君
。
o
p
s
n
F
3
・
F

N
寸

Z
N
∞

（
口
）
の
手
σ
h
r
目。君。
H
f
o
勺・己仲間）・

5
・
従
っ
て
ド
i
ソ
ン
は
ト
ル
コ
の
関
税
は
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
に
三
%
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
四
%
、
被
保

護
民
に
五
%
と
（
二
巻
二
三
五
頁
）
、
ハ
ン
マ
ー
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
三
%
、
内
入
国
に
五
%
」
こ

巻
一
二
五
頁
）
と
の
み
記
し
て
い
る
。

五

市

場

税

シ
リ
ア
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
、
そ
の
取
引
の
際
税
公

2
5
0
を
徴
収
さ
れ
た
。
そ
の
税
額
は
商
品
別
に
精
密
に
規
定
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
商
品
別
の
市
場
（

8
F
E
N
b円、

z
b
p
s
c
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
げ
水
は
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
政
府
の
時
代
に
改

訂
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
前
王
朝
以
来
の
古
い
制
度
の
継
続
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
法
は
商
品
（
b
H
D
込
己

t
u
g
F）
に
対
す
る
ザ
カ

i
ト
（
喜
捨
s
r
b
H
〉
を
、
第
五
の
ザ
カ
l
ト
と
し

て
い
る
。
商
品
ザ
カ
！
ト
は
取
引
さ
れ
る
品
物
に
つ
い
て
、
そ
の
価
格
の
四

O
分
の
一
（
二
・
五

μ
）
が
喜
準
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
関
税

（
ぷ
ω主
円
〉
ほ
ど
税
率
の
異
論
は
な
い
が
原
理
ど
お
り
の
も
の
で
も
な
い
。
売
買
さ
れ
る
家
畜
（

2
4セ
ω
」
E
）
や
土
地
（
‘
山
中
町
）
の
よ

う
に
商
品
と
見
倣
さ
れ
る
か
否
か
に
論
争
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
実
際
の
売
価
が
一
種
類
の
商
品
に
つ
い
て
も
恒
常
不
変
で
は
な
い
た

め
の
技
術
的
困
難
が
あ
る
。
結
局
標
準
物
価
に
ま
っ
て
課
税
し
、
従
っ
て
必
し
も
二
・
五

μ
の
税
率
に
は
厳
密
に
拘
束
さ
れ
な
い
結
果
が
生

じ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
商
品
税
は
つ
ね
に
定
量
の
商
品
に
つ
い
て
税
額
が
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
税
額
は
四

O

分
の
一
の
原
理
を
無
視
し
て
し
ば
し
ば
引
上
げ
ら
れ
た
。
従
っ
て
カ
イ
ロ
の
き
「
市
場
で
は
す
べ
て
の
商
品
に
税
が
か
け
ら
れ
色
と
か

ブ
ワ
イ
フ
朝
ス
ル
タ
ン
が
九
八
五
年
「
絹
お
よ
び
綿
製
品
に
価
格
の
一

O
分
の
一
の
税
を
課
し
よ
う
と
し
、
市
民
の
猛
反
対
を
蒙
っ
た
」
な

ど
の
記
録
に
み
る
よ
う
に
、
都
市
の
商
品
税
が
詠
求
の
好
対
象
と
な
っ
た
事
情
が
知
ら
れ
る
。

シ
リ
ア
の
商
人
は
統
治
権
の
圧
力
を
間
接
化
す
る
よ
う
な
自
治
組
織
を
以
て
こ
の
重
圧
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
が
、
結
局
活
畿
な
中
継
商

業
を
好
餌
と
し
た
支
配
者
の
圧
力
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
・
下
ル
コ
時
代
に
お
い
て
も
、
カ
リ
フ
の
代
理
た
る
治
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斗
4
1
1
jj141
：

安
監
（

gzyZω
－
3
は
都
市
商
人
の
活
動
に
対
し
て
絶
対
的
支
配
権
を
も
ち
、
と
く
に
度
量
衡
の
維
持
や
、
徴
税
に
最
大
の
関
心
を
寄
せ

た
。
し
か
し
、
ア
ラ
ブ
諸
都
市
に
お
い
て
は
そ
れ
は
一
種
の
間
接
的
機
構
を
通
じ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
商
人
は
自
治
的
機
構
と

し
て
組
合
公
竺
ロ
乙
を
も
ち
、
業
種
別
に
集
合
し
た
店
舗
、
す
な
わ
ち
市
場
公
宮
内
）
あ
る
い
は
商
品
取
引
所
隊
商
旅
館
ハ
国
営
〉
、
会

所
（
怠
円
）
に
お
い
て
営
業
し
た
。
官
憲
と
の
接
衝
は
組
合
の
長
（
官
三
回
）
お
よ
び
書
記
（
｝
S
F
1
ω

ア
ラ
ブ
諸
都
市
で
は

5
5
d
b門
出
）
を

通
じ
て
行
わ
れ
た
。
ー
ま
た
都
市
は
区
（
冨
】
齢
）
に
区
分
さ
れ
て
一
部
に
警
察
権
を
も
も
っ
て
い

Y
。
区
の
長
（
活
ミ
ぽ
）
お
よ
び
全
区
の

総
長
（

E
が
ま
た
は

3
3句
己

g
o
m
S
F）
は
警
察
・
民
政
に
つ
い
て
市
民
を
代
表
し
た
。
古
い
歴
史
を
も
一
ソ
ト
イ
マ
ス
ク
ス
は
シ
リ

ア
の
首
都
と
し
て
、
、
こ
と
に
市
場
が
発
達
し
て
い
た

D

当
時
の
ダ
マ
ス
ク
は
人
口
八
万
な
い
し
一

O
万
程
度
の
都
会
で
、
東
西
約
一
八

0
0

米
、
南
米
約
九

O
O米
の
陪
円
形
の
城
壁
に
と
り
ま
か
れ
て
い
た
。

主
要
な
市
場
公

E
W
E
N
b乙
と
際
商
旅
館
（

F
E）
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
み
ら
れ
る
。
主
城
に
南
接
し
た
東
ロ

l
マ
人
市
場
、
ウ
マ
イ
ア
大
寺
を
東
西
に
貫
く
目
貫
の

ス
l
ク

・
ハ
ミ
i
デ
ィ
エ
通
り
に
南

接
し
て
羅
紗
市
場
、
綿
花
市
場
、
ウ
マ
イ
ア
大
寺
の
南
方
に
貴
金
属
市
場
（
国
営
己
∞

ωmg）
絹
物
商
市

z
b
E
｝

E
2
F
H）
お
お
む
市

（
国
営
己
吋

E
g）
、
絹
物
市
（
∞
z
w
己
－E
2
b
）
現
在
の
ミ
ド
ハ
ト
・
パ
シ
ァ
市
場
通
に
接
す
る
辺
り
の
、
ダ
マ
ス
ク
ス
最
大
と
い
わ

れ
る
ア
サ
ド
・
パ
シ
ァ
商
会
（
〉

g己
司

S
E
E
Pる
、
紙
商
市
（
∞
宮
内
己
垣
内
ロ

g
E
D）
、
鉛
市
（

EJE
己

Z
三
百
ω
）
、
ま
た
西
門
を

入
っ
た
ミ
ド
ハ
ト
・
パ
シ
ァ
市
場
通
り
に
添
っ
て
綿
花
市
、
毛
皮
市
、
薬
剤
市
な
ど
が
連
っ
て
い
た
。
シ
リ
ア
の
商
品
税
は
ほ
と
ん
ど
総
て

市
場
で
汐
味
引
に
対
し
て
か
、

倉
庫
に
お
け
る
商
品
に
対
し
て
か
課
せ
ら
れ
た
。
バ
グ
ダ
ー
ド
な
ど
で
店
舗
税
の
形
を
と
っ
た
の
と
根
本
的

に
異
っ
た
。

シ
リ
ア
の
市
場
税
が
、
販
売
高
、
倉
庫
の
在
庫
高
に
従
っ
て
徴
収
さ
れ
た
の
は
、
徴
税
強
化
の
手
段
で
あ
り
、
こ
の
都
市
の
商
業
の
性
格

に
起
因
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
市
内
の
商
業
が
消
費
物
資
の
販
売
で
は
な
く
、
本
来
関
税
の
対
象
を
な
し
て
い
る
通
過
商
業
・

卸
売
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
シ
リ
ア
は
エ
ジ
プ
ト
と
と
も
に
州
内
商
業
よ
り
、
ア
ジ
ア
奥
地
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
あ
る
い
は

イ
ス
ラ
ム
諸
地
と
の
聞
の
遠
隔
地
取
引
を
対
象
と
し
た
商
業
が
多
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
法
学
で
も
マ

l
リ
ク
派
は
。
唯
売
り
買
い
す
（

S
S

M

－C
E
S
B仇
W
E
F
Z
）
は
年
に
一
度
収
益
総
額
に
対
す
る
ザ
カ
！
ト
を
納
め
れ
ば
よ
く
、
投
機

C
2
z
h
E－
一
巳
・
担
当
o
m
〉
の
た
め
に
る
者
は

売
買
す
る
者
は
投
機
家

E
C
F
E
w－
円
で
あ
り
、
商
品
の
現
金
化
さ
れ
た
度
に
ザ
カ
l
ト
を
納
め
る
。
と
主
張
す
る
（
ハ
ニ

l
フ
ァ
派
や
シ

ァ
l
フ
ィ
、
派
と
異
り
〉
。
こ
れ
は
商
業
に
対
し
て
売
買
の
度
に
課
税
す
る
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
の
慣
習
を
合
法
化
し
よ
う
と
し
た
立
論
で
あ

ス
レ
イ
マ
ン
犬
帝
の
シ

9
ア
州
カ
ン
ヌ
に
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

七

，、． 

． 
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、

法
政
史
学

第
一
号

七

っ
た
。
こ
こ
に
は
法
学
理
論
と
古
く
深
い
慣
習
と
の
結
合
が
あ
る
。
同
じ
商
業
に
従
事
す
ろ
商
人
の
非
投
機
的
国
内
商
業
に
の
み
定
期
（
年

一
回
）
に
徴
税
す
る
制
度
は
と
り
が
た
く
、
一
般
的
に
。
販
売
の
都
度
。
の
徴
税
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
シ

リ
ア
の
市
場
税
は
、
イ
ス
ラ
ム
宗
教
法
の
原
理
学
一
冒
し
て
、
慣
習
を
容
認
し
て
い
た
し
、
ま
た
加
重
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

注
（

1
）

N
・
開
・
開
・
匂
・

N
N
Y
匂－

NNhH
・

シ
リ
ア
州
カ
ヌ
ン
の
第
八
条
第
二
十
三
条
に
は
そ
れ
が
か
カ
イ
ト
・
ベ
イ
の
時
代
の
習
慣
で
あ
る
h
q

と
か
、

の
表
現
が
み
ら
れ
る
。

（2
）
〉
∞
げ
ロ
E
m
m
y
。
。
．
丘
一
勺
・

（3
）
〉
・
富
合
同
・

0
5
閉
め
ロ
包
ωmwロ
8
【芯

ω
Z
Z
B
ω
－
Z
忠
告
ニ
ゲ

2
・F
S
N
N
・
匂
・
ロ
叶
・

F
E
E
B
Z
g
g
p
巳－
Z日
Nm凶
自
己
－
Z
E
E－可
hw
？
の
巳
円
。
・
】
由
ω
∞
・
同
y
H
∞寸・

（
4
Y
〉
－

z
o
p
o
匂－

n
広－
M
U

・
足
。

同

g
E品
、
巴
・
田
口

3
4司
ゲ
出
巳
営
冨
｛
ω
己
目
・

H
ρ
t
s
a－
－
山
仲
巴
〉
｝
］
一色
巳
・
司
丘
一
自
ぞ

Z
－
n巳
同
。
・
】
句
会
・
同
y

N
】切・

（
5
）
ア
ラ
プ
諸
都
市
の
商
人
ギ
ル
ド
制
度
と
都
市
の
構
造
に
つ
い
て
ギ
ブ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
但
要
約
）
。

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
時
代
に
お
い
て
も
都
市
の
監
督
官
は
治
安
監
（
ヨ
c
y
g包
σ）
で
、
か
れ
は
治
安
の
責
任
・
そ
も
ち
、
度
量
衡
の
正
し
い
行

（

5
〉

使
ぞ
監
督
し
、
税
を
徴
収
す
る
権
限
を
も
わ
た
。
一
方
商
工
業
者
は
か
れ
ら
の
自
治
的
機
構
を
も
っ
た
。
商
工
業
者
の
組
織
の
中
核
は
組
合
で
同

一
業
種
の
手
代
や
徒
弟
を
か
か
え
る
独
立
の
商
人
や
手
工
業
者
で
構
成
さ
れ
た
組
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
別
の
店
舗
の
集
合
し
た
市
場
（
包
5

9
・
も
っ
て
集
団
的
に
営
業
し
た
。
組
合
員
は
規
定
さ
れ
た
穂
目
以
外
の
商
品
の
取
扱
今
禁
じ
ら
れ
て
い
、
と
く
に
価
格
を
一
定
に
制
限
さ
れ
た
。

ハ
6
）

（ヨ

2
r、
ア
ラ
ブ
諸
州
で
は
件
。
ω
．
r
と
い
う
）
。
組
合
は
長
（
Y
品
）
を
も
ち
、
か
れ
は
書
記
（
ヨ
ロ
ロ
仇
M
E
－－
S
F
M
ふ
ω
）
と
と
も
に
税
の
割
当

て
や
組
合
員
の
扶
助
な
ど
に
当
っ
た

0

・
六
都
市
は
区
（
忠

E
）
に
区
分
さ
れ
一
矢
が
、
こ
れ
は
多
数
の
市
場
や
住
宅
を
包
含
し
た
広
い
地
域
で
、

円
売
も
ち
、
共
同
施
設
と
し
べ
．
寺
院
・
浴
場
・
作
A
切
な
ど
を
も
っ
た
。
各
区
に
も
長
（
マ
ぷ
〉
が
あ
り
警
察
権
を
も
ち
区
の
統
一
と
秩
序
を
保

持
に
当
っ
た
。
ま
た
都
市
内
の
全
区
を
代
表
す
る
長
が
あ
り
一
い
れ
ば
全
市
民
の
代
表
者
と
し
て
官
憲
と
の
交
渉
に
当
っ
た
。
ダ
マ
ス
ク
ス
で
は

頭

（

EJω
）
ま
た
は

Y
ユ
日
己
目
。
ωミ
F
と
呼
ば
れ
て
い
る
0
2
σ
σ

侍
切
。
君
。
P
H
y
o
n
－グ

g
H
7
3
2
N

・

3
・
N
誌〉
t
b
s

・

（6
）
一
八
世
紀
の
末
ヴ
ォ
ル
ネ
l
は
八
究

0
0
0人
（
門
・
ぐ
己
宮
司
〈
。
志
向
伶

g
同

5
J
u
z
z
g
m三
戸
口
∞
ω
p
m

・
ω
孟
包
・

2
】・

N
・

匂・

5
H）
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
は
一

O
万
と
み
て
い
る
（
ゎ
・
。
］
右
目
。
ア
〈
O
M
占
的
。
会
百
∞
円
開
B
1
5
0
5
0
S
E
M
・同】
m

足首・

5
0寸・ぐ
O

］
N

・

。
古
く
か
ら
の
制
度
h
q

で
あ
る
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切
可
J
11
4
1

’’1
1
1

4

：ei
i
‘4
，？
i

、
4， 

M
M

・
8
∞
・
）
。
そ
れ
を
多
く
は
下
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（7
）
C

・
mmWC〈
ω
m
z
・同
ω
ρ
E
z
q
cロ。

E
E三
円
。
己
m
w
z
i＝
。
【
目
。
ロ
ωmm・
－
口
問
ぬ
ぐ
自
己
oaoω
何
仲
三
回

g
Z
E
B
E
C
2・
5ω
品・

℃・品切。・

ω
円山・

（8
）
者
三
巴
ロ
官
♂
ロ
ω
E
a
r
g
c
店
主
ω百一
m
n
z
m
E
C
H
・
同
書
に
よ
れ
ば
uw
ス
ア
ド
・
パ
シ
ァ
・
ハ

i
ン
は
、
二
階
建
て
で
事
務
室
の
ほ

か
階
上
、
階
下
に
三
O
室
宛
計
六
O
室
を
も
っ
大
隊
商
宿
舎
で
あ
っ
た
。

（9
）

Z
m
w
g
g
o
p
∞宮町民
ω〈ぬ同町忠∞
C
D
m
－〈
O

］
・
】
・
ヤ

NNN
・
ωAS
・の
F
σ
h
w
目。当
2
ご
。
。
・

n
F
〈。戸

Y

M】
mwHA
・N・。・

h
F
品

（
叩
）
出
ω
5
5
2．
・
。
匂
・
立
件
・
匂
－

Nω
印

（
日
）
〉
m四
月

S
E
a－
O

匂－

n
z

・
2
y
N
3
7
p
z
c
d司巳
Z
も－

H
S

お
あ
切
に

ス
レ
イ
マ
ン
大
帝
の
治
世
に
は
帝
国
の
国
権
が
確
立
し
て
い
た
と
と
も
に
、
財
政
的
基
磯
も
強
固
で
あ
っ
た
。
あ
る
程
度
無
理
な
外
征
を

敢
行
し
た
帝
の
未
年
に
お
い
て
も
、
財
政
不
口
A
は
六
百
万

ω
片的。
J

何
出
な
か
つ
た
（
中
央
政
府
の
財
政
収
入
コ
一
（
パ
）

し
〉
、
一
七
世
紀
中
棄
に
は
二
億
ご
一
（
）
O
O
万

ω
］
内
附
め
か
ら
一
億
五
O
O
O
万

ω
宵
附
ゆ
の
赤
字
が
常
態
で
あ
つ
た
（
収
入
三
億
六
千
万

吋
宵
的
伶
内
外
に
対
し
）
口
ス
レ
イ
マ
ン
時
代
．の
こ
の
よ
う
な
財
政
の
均
衡
は
、
一
方
で
は
強
力
な
徴
税
権
と
、
一
方
で
は
隠
健
な
政
策
に
よ

っ
て
、
確
保
さ
れ
た
と
い
え
る。

第
一
の
点
は
現
金
収
入
の
大
き
い
都
市
1
商
業
的
課
税
に
強
ぐ
現
れ
て
い
る
。
当
時
の
各
種
の
租
税
収
入

の
的
確
な
計
数
は
極
め
て
乏
し
レ
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
（
二
節
注
一
一
）
州
の
全
収
入
中
に
占
め
あ
関
税
や
商
品
税
云
い
か
え
れ
ば

中
央
政
府
の
直
接
の
財
源
の
比
重
は
シ
リ
ア
に
お
い
て
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
み
ら
れ
手
。
（
采
邑
地
九
四
九
万
美
常
に
比
し
六
三
三
万

果
的
。
と
い
う
計
数
に
は
ス
ル

J
Uの
直
領
の
地
租
収
入
も
含
ま
れ
て
い
る
が
）
口
当
時
エ
プ
ジ
ト
で
は
関
税
・
商
品
税
の
収
入
は
地
租
収

入
の
約
三
分
の
一
に
上

っ
て
い
る
。
近
世
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
！
棉
花
栽
培
の
興
隆
の
結
果
、
関
税
の
全
財
政
に

占
め
る
比
重
は
著
し
く
変
化
し
て
い

る

（
か
つ
増
大
し
て
い

る
）
が
一
六
世
紀
に
お
い
て
も
な
お
こ
の
高
率
に
あ
っ
た
。
シ
リ
ア
に
お
い
て

は
、
産
業
・
商
業
構
造
は
顕
著
な
変
化
は
な
く
、
通
過
商
業
が
依
然
と
し
て
盛
な
状
況
に
あ
り
、
現
在
も
財
政
収
入
の
常
に
五
o
d
p
を
こ
え

る
関
税
・
市
税
収
入
は
、
地
租
の
高
率
で
あ
っ
た
近
世
初
頭
に
お
い
て
も
大
差
は
な
か
っ
た
か
ら
、
か
な
り
の
額
か
占
め
て
い
た
と
推
定
し

て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う

D

こ
の
点
で
は
ス
レ
イ
マ
ン
が
シ
リ
ア
州
の
カ
ヌ
ン
に
お
い
て
関
税
お
よ
び
商
品
税
に
大
き
な
比
重
を
ょ
せ
た
事

ス
レ
イ
マ
シ
大
帝
の
シ
ヨ
ア
州
カ
ン
ヌ
に
お
け
る
関
税
と
商
品
税
（
岩
永
）

七
三
・
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法
政
史
学

第
一
号

七
回

、町

情
は
充
分
理
解
で
き
よ
う
。

第
二
に
租
税
政
策
の
健
全
さ
は
シ
リ
ア
州
の
カ
ヌ
ン
の
諸
規
定
が
決
し
て
狂
信
的
・
宗
教
主
義
的
な
作
為
に
走

っ
て
い
な
い
点
に
指
摘
し

う
る
。
そ
れ
は
、
カ
ヌ
ン
の
規
定
の
原
則
が
こ
の
土
地
の
古
く
か
ら
の
伝
統
と
慣
習
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
て
、
秩
序
あ
る
機
構
上
に
運
営
す

る
こ
と
を
重
視
す
る
点
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
イ
ス
ラ
ム
法
に
と
ら
わ
れ
ず
地
方
慣
習
を
成
文
化
さ
う
と
す
る
立
法
者
の
首
尾
一
貫
し
た

態
度
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
、
ス
レ
イ
マ
ン
帝
即
位
の
直
穆
に
あ
っ
た
マ
ム
ル

i
軍
団
反
乱
の
余
燈
を
抑
え
、
一
方
イ
ラ
ン
遠
征
の
背
後

地
域
と
し
て
安
定
さ
せ
よ
う
と
い
う
統
治
者
の
意
慾
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
慣
習
の
尊
重
は
シ
リ
ア
地
方
の
商
人
層
勢
力
と
商

業
主
義
の
温
存
で
も
あ
り
危
機
の
蔚
芽
を
も
た
な
く
は
な
い
。
そ
こ
に
官
憲
と
商
人
層
の
淵
付
合
い
の
余
地
売
蔵
し
た
。
そ
う
し
た
素
乱
は
事

実
徐
々
に
十
七
世
紀
か
ら
出
現
し
た
。
ス
レ
イ
マ
ン
時
代
の
塩
や
加
里
の
課
税
の
一
部
に
あ
っ
た
よ
う
な
（
二
節
H
の
乙
特
定
商
品
の
定

額
税
・
請
負
税
、
独
占
税
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
酒
販
売
税
の
場
合
〉
が
十
七
世
紀
初
頭
か
ら
逐
次
拡
大
し
て
い
、
一
八
世
紀
末
ヂ
ァ
ッ
ザ
l

ル
・
パ
、
γ
ア
の
支
配
時
代
に
は
、
多
く
の
都
市
の
商
品
税
・
関
税
は
請
負
制
（
自
己

s
g
h
b
G
と
な
り
ほ
と
ん
ど
大
部
分
の
商
品
は
特
定
商

人
の
独
占
専
買
権
下
に
委
ね
ら
れ
、
物
価
の
動
揺
、
と
社
会
不
安
を
ひ
き
お
こ
し
た
こ
と
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
考

え
る
と
ス
レ
イ
マ
ン
帝
の
カ
ヌ
ン
に
規
定
さ
れ
た
租
税
制
度
の
健
全
さ
と
い
う
も
の
も
、
帝
の
秀
れ
た
統
治
力
と
相
倹
っ
て
始
め
て
発
揮
し

え
た
と
い
う
点
を
見
の
が
し
え
な
い
。

注
（

1
）

の

F
σ
h
r
切
O
君。

P
。
勺
・
巳
？
？

N
F

（

2
）
の
い

σ
σ
h
w
F
E－
U

N
？

（

3
）
地
租
の
総
収
入
九
O
四
五
万
パ
ラ
に
対
し
、
関
税
が
一
九
四
四
万
パ
ラ
、
大
部
分
市
場
税
と
み
ら
れ
る
パ
シ
ア
の
課
税
一

O
八
七
万
パ
ラ
で
あ

る
。
の
手
ず
除
問
。
君
。

P
E
U・
8
2
2

同
浮
か
〈

p
r
n。
B
Z
・
冨
O
B
O可
。

ωロ
吋
｝

2

2
ロ
M52ω
円
目
。
円
‘
開
問
ωよ
u
件
。
ヘ
ロ
命
的
口

q
t
o
D
丸
め
て
何
－

muよ
u
z
w
E
E
E
O門凶
2HM0・
5
r

戸、

σ｝
内
・
一
ケ
同
M
m
凶
叶
町
、
同
∞

ω。・

HUHγω
∞。〉‘、

ω∞日

（

4
）

2
σ
σ

待
目
。
者
。
ロ
。
℃
－

n
F
7
℃
・
ミ

t
g

こ
九
五
九
、
五
、
二
七
）
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シ
リ
ア
全
国

ダマスグス！日市城 .，.円

凡例 a. 旧主城 b. ジァウハリア学林 c. ムナーシド・モスク d. ウ

マイヤ大モスク e. サラディン廟 f. アザム宮 g. ポーロ門 h. ギリ

シア・オーソドックス教会 i. 聖ノレイ病院 j. シリア・カトリック教会

k. アルメニア教会 1. ギリシア・カトリック教会 （訂正 ポーロの門は

1の東南の門）

1. 棉花市 2. 椛毛市場 3. ミドハト・ノf シァ市場 4. fl¥j 花商館 5. 羅
紗市場 6. 家具商館 7. サフラン商館 8. 化粧料商館 9. オレンヂ商

館 10. ジァクマ、ソク商館 11. 衣料商館 12. 金銀商館 13. 木靴市場

14. 絹商館 15. おおむ商館 16. まるめろ商館 17. 敷物商館 18. 和

市場 19. 毛織物商館 20. 穀物市場 21. アサド・ パシァ商館（薬草）

22. 紙－m坊 23 . 銅市場
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